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．
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．
．
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κグンの咽．

　　　　十齢耕

鯵無縁礁
覧に　一　　／い
？　　　　　　　な
／／／／あ

1雛／暴／／／
　　　・　翻

，／／

、／／G、紋／
／／　（で鋳刎竺

瀦量囎
／　　／／／κ

バいま
カいつ
鬼奔た　益

チしくト←づ　　　　署
がて　⑫、　　クa6函

　　影磁　　。．。

　
新
潟
県
統
計
標
語
の
募
集

　
新
潟
県
統
計
協
会
で
は
、
県
民
に

対
す
る
統
計
思
想
の
普
及
向
上
を
は

か
る
た
め
統
計
に
関
す
る
標
語
を
募

集
し
ま
す
。

　
応
募
上
の
注
意

　
　
・
官
製
は
が
き
一
枚
に
一
標
語

　
　
・
一
標
語
二
予
字
以
内
と
し
、

　
　
自
作
未
発
表
の
も
の

ガし

こ
い
消
響
⑭

も
電
気
冷
蔵
庫

　
　
　
機
種
に
よ
っ
て
維
持
費
が

　
ジ

　
　
　
ち
か
・
つ

　
　
　
直
冷
式
ー
霜
が
つ
く
の
が

　
　
　
欠
点
で
す
が
、
消
費
電
力
が

　
e

　
　
　
少
な
い
。

　
　
　
閥
接
式
－
冷
却
器
で
冷
さ

　
　
　
れ
た
空
気
を
循
環
さ
せ
る
の
　
　
イ

　
　
　
冷
気
の
流
れ
を
考
え
て
ゆ
っ

色
　
　
　
た
り
入
れ
、
あ
つ
い
も
の
は

　
　
　
必
ず
さ
ま
し
て
か
ら
。

　
　
　
大
き
さ
の
目
や
す
は
大
体

　
　
　
一
人
あ
た
り
三
十
鍔
。

⇔
　
　
　
O
過
信
し
な
い
で

　
　
　
夏
冬
で
差
は
あ
り
ま
す
が

　
　
　
保
存
に
限
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
腐
敗
に
注
意
を
。

謬
〃
薩
縄
慾

つ
つ
が
虫
病
に
注
意

　
市
内
で
つ
つ
が
虫
病
患
者
（
二
名
）

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
信
濃

川
十
日
町
橋
下
流
付
近
と
川
治
川
池

之
平
付
近
で
感
染
し
た
疑
い
が
も
た

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
山
や

川
に
出
か
け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
が
、
特
に
こ
の
付
近
の
立
入
り
に

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

　
▽
十
日
町
砂
利
合
資
会
社
…
…
ダ

ン
プ
一
台
分
の
砂
（
児
童
遊
園
地
砂

場
へ
）
　
▽
滝
沢
　
明
（
本
町
二
）

…
…
五
千
円
　
▽
匿
名
…
：
二
千
円

▽
西
川
治
郎
（
四
日
町
二
）
－
…
十

餐惣娼1撞塗舗

　
・
応
募
は
が
き
に
は
、
住
所
、

　
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業

　
　
を
必
ず
明
記
の
こ
と

応
募
締
切
日

　
昭
和
、
丘
卜
年
九
月
五
日

送
り
先
　
（
〒
九
五
、
）
新
潟
市
学

　
校
町
通
一
番
町
六
〇
．
、
新
潟

　
県
企
画
調
整
部
統
計
課
内
新
潟

　
県
統
計
協
会
標
語
募
集
係

　
7
月
の
休
日
救
急
医

　
1
3
日
池
田
医
院
辰
町
醜

　
　
　
　
　
　
奮
2
の
2
5
8
1
番

　
2
0
日
山
口
医
院
襲
喉
中

　
　
　
　
　
　
魯
り
あ
2
1
7
4
番

　
2
7
日
富
田
医
院
細
釧
町

　
　
　
　
　
　
費
2
の
3
2
6
9
番

万
円
澄
香
典
返
し
）
　
▽
大
淵
和
久

（
L
新
田
）
…
…
五
万
円
（
香
典
返

し
）
　
▽
中
島
正
栄
（
新
座
第
四
）

…
…
二
万
円
（
香
典
返
し
）
　
▽
岩

田
敏
夫
へ
中
条
旭
町
）
－
…
売
、
万
円

飲
酒
運
転
は
し
な
い
よ
う
に

　
酒
酔
い
運
転
違
反
者

増
田
明
弘
（
市
内
寅
甲
一
．
、
づ
ー
、
）

近
藤
徳
松
（
市
内
下
条
一
r
目
六
六
〇
）

L
原
富
治
（
市
内
四
日
町
）

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
警
察
署
）

犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い

　
最
近
犬
に
つ
い
て
の
苦
情
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
犬
の
飼
い
主
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
◇
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い

　
◇
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

（
年
二
回
）
を
受
け
る

　　　（昭和49年度事業の概要）

　昭和49年度における主な事業は、学校町送水

管布設工事延長1，414㍍、及びこれに伴う加圧ポ

ンプ室設置工事を実施しました。

　配水管布設工事につきましては、四日町第一

地区に370㍍を布設し、また西田川橋配水管橋梁

添架工事を実施しました。

　道路改良に伴う配水管布設替工事につきまし

ては、昭和町及び寿町をはじめ、国道117号線改

良による田川橋配水管架替工事を実施しました。

　消火栓新設工事につきましては、千代田町、高

山、消防庁舎にそれぞれ新設いたしました。

　開発事業及び調査につきましては、増加する

水の需要に対処するため第五水源の開発調査を

実施しております。また漏水調査につきまして

は、これを実施して極力漏水の防止に努力して

おります。

　営業収支につきましては、電力料金の大巾値

上げと、物価高騰により費用は増大し、建設資

金に影響しております。これがため昭和50年度

における事業運営をさらに苦しいものにしてお

ります。

　今後におきましても、一層経費節減に努力い

たしますので、皆様のご協力をお願いします。

昭和50年度十日町市水道事業会計予算

業務の予定量
ほ）給　　水　　戸　　数

！2）年間総給水量
（3）一日平均給水量

14〉主三たる建設改良事業費

　7，700汗 1

3，17（〕，832㎡

　8，687㎡

17，15し）干円

　　　収益的収入及び支出

費用146，897千円　　　　　　　　収益151，566千円

，曽業外収益　　　　ノ

1瓢丁円彪
礁髪灘施・膨

畠◎θa

資本的収入及び支出

支出36，644千円

建設改良費
24，547千円

講縮醜覇
1、．！～・卿理！．1

収入23，375千円

　企　業債
　12，000千円

他会計借入金Z

　10，000千円

陶勤飾儒

資本的収入及び支出の不足ほてん財源

当年度分損益勘定留保資金　　8，600千円

当年度分利益剰余金　4，669千円

■市勢／人ロー50，298人（男24，461人・女25，837人）／世帯数…11，525／面積一211・44K㎡（6月旧現在）
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待ちどおしいその完成

すすむ教育文化施設の整備

　
　
地
方
自
治
体
の
財
政
ひ
っ
ぱ
く
は
、
全
国
的
な
傾
向
と
な
っ

　
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
市
の
台
所
も
ご
多
分
に
も
れ
ず
苦

　
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
一
般
経
常
経
費
を
極

　
力
抑
制
し
な
が
ら
、
建
設
的
投
資
、
教
育
関
係
、
民
生
費
等
の

　
充
実
に
カ
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
　
現
在
す
す
め
て
い
る
市
の
事
業
の
う
ち
、
教
育
費
関
係
を
中

　
心
に
主
な
も
の
を
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

　
別
表
の
よ
う
に
、
歳
出
の
ト
ッ
プ

を
し
め
て
い
る
教
育
費
予
算
は
、
十

一
億
七
百
八
十
二
万
四
千
円
と
な
っ

魅輔．．．

　　錨雅g3輌％　　　　　げ億782万円

　　　5駕　　　　　24・5彰

臨麟蕎　　歳出
　　　じロお
衛亜『費　　　　　　4漁少8糾万円

2億9，394万円
　　　6・5％　　　　30⑪％　戻生費

　　　　　　　　　　　　　8億l　l39万円
　おおロ　　　　　　　　　　　　　　り
　4即，062万円　土木費　　1＆0％
　　　　10．4％7億2，明8万円

撃　　　　　lao％ て
い
ま
す
。
学
校
関
係
施
設
で
は
、

昨
年
か
ら
二
か
年
継
続
事
業
で
十
一

月
完
成
予
定
の
西
小
学
校
の
建
設
に

四
億
三
千
四
百
十
二
万
四
干
円
大
池

　
　
小
学
校
赤
倉
分
校
五
干
八
百
四

　
　
　
　
卜
万
円
等
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
そ
の
ほ
か
、
二
十
五
の
小

　
　
　
　
中
学
校
（
分
校
を
含
め
る

　
　
　
　
と
三
十
六
）
の
営
繕
修
繕

　
　
　
　
関
係
に
二
千
万
円
等
が
支

　
　
　
　
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か

　
　
　
　
在
宅
訪
問
学
級
等
発
足
さ

　
　
　
　
せ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
社
会
教
育
関
係
で
は
、

　
　
中
条
地
区
公
民
館
建
設
工
事
費

七
千
二
百
二
十
万
円
、
文
化
財
収
蔵

よい環境のなかで、のびのびと勉強し、体を鍛える

ことができるように……。教育文化施設の充実に力

庫
（
二
か
年
継
続
の
一
年
目
）
四
千
万

円
、
馬
場
上
遺
跡
調
査
費
三
百
、
、
十

六
万
円
等
が
あ
り
ま
す
、

年
開
校
め
ざ
す

　
　
西
小
学
校

　
西
小
学
校
は
、
市
街
地
の
北

西
部
（
本
町
西
線
の
西
側
）
の
す

ぐ
れ
た
教
育
環
境
の
な
か
に
、

温
水
暖
房
付
き
の
近
代
的
校
舎

が
建
設
さ
れ
る
わ
け
で
、
工
事

は
急
ピ
ッ
チ
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
（
完
成
予
想
図
）

　
ま
た
、
市
中
心
部
か
ら
約
九

キ
。
ほ
ど
離
れ
た
赤
倉
部
落
に
ま

も
な
く
、
近
代
的
校
舎
が
お
目

見
え
し
ま
す
。

　
総
工
費
五
千
八
百
四
十
万
円
で
去

る
六
月
着
工
。
十
一
月
末
完
成
さ
れ

る
予
定
で
す
。
特
徴
と
し
て
は
「
学
校

は
、
そ
の
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
い

う
こ
と
か
ら
、
校
舎
の
中
に
へ
き
地

集
会
室
と
し
て
、
畳
室
を
設
け
、
部
落

の
人
達
の
集
会
の
場
に
利
用
で
き
る

よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
皆
月

上
階
建
五
百
六
＋
六
平
方
摺
の

中
条
公
民
館
を
着
工

　
　
　
　
　
お
年
寄
り
に
も
使
い
や
す
い
施
設

　
こ
れ
ま
で
、
住
民
の
茶
の
間
と
し

て
、
あ
る
い
は
文
化
教
養
の
場
、
地

域
、
つ
く
り
の
拠
点
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
た
中
条
公
民
館
は
、
建
物
が
老

朽
化
し
た
た
め
、
改
築
す
る
こ
と
に

な
り
、
十
二
月
二
十
日
完
成
を
目
標

に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
老
人
い
こ
い
の
家
」
を
兼
ね
た
お

年
寄
り
の
み
な
さ
ん
の
使
い
や
す
い

公
民
館
を
建
設
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

か
ら
、
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
、
入
口
は
二
階
に
あ
り
、

国
道
か
ら
ゆ
る
や
か
な
ス
ロ
ー
プ
で

建
物
へ
は
外
ば
き
の
ま
ま
出
入
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
建
物
は
、
全

館
暖
房
で
す
。

特
に
お
と
し
よ
り
の
み
な
さ
ん

の
利
用
を
考
え
て
、
設
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
二
階
は
事
務
室
や

会
議
室
な
ど
を
配
し
、
休
憩
や

団
ら
ん
な
ど
に
使
え
る
よ
う
に

し
ま
す
。
三
階
に
は
、
各
種
の

学
級
や
講
座
な
ど
の
た
め
、
学

習
室
、
料
理
実
習
室
が
設
置
さ

れ
る
予
定
で
す
。

く
わ
入
れ
す
る
池
田
助
役

域地改築される中条地区公民館

公
民
館
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

繕
）
．
．
灘

　
公
民
館
は
、
地
域
り
・
ン
ボ
ル
セ

・
タ
ー
　
運
動
会
の
役
員
等
で
、
公

民
館
に
顔
を
出
す
程
度
で
あ
っ
た
私

も
、
今
で
は
公
民
館
を
利
用
し
よ
う

と
い
う
気
持
で
す
。

老
人
た
ち
も
心
待
ち

　
　
　
　
　
　
　
樋
熊
ス
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
粂
下
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
　
　
婦

　
公
民
館
活
動
は
、
内
容
の
充
実
と

同
時
に
や
は
り
施
設
の
整
備
が
肝
要
・

　
た
と
え
ば
、
詩
吟
と
学
習
活
動
が

同
時
に
行
な
わ
れ
た
場
合
、
旧
公
民

館
は
騒
音
等
の
心
配
が
あ
っ
た
が
、

今
度
は
防
音
効
果
の
高
い
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
で
す
か
ら
、
そ
の
心

配
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
地
域
の
老
人
達
も
、
そ
の
完
成
を

願
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
改
築
を
喜
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
岩
田
ミ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
粂
旭
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葵
客
師

　
自
分
の
た
め
の
趣
味
や
学
習
の
場

と
し
て
、
利
用
す
る
公
民
館
が
近
代

建
築
に
一
新
す
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

　
地
域
の
青
年
、
婦
人
か
ら
老
人
ま

で
の
幅
広
い
層
の
人
た
ち
が
利
用
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
わ
た

し
も
時
問
の
許
す
限
り
利
用
し
た
い
。

（第3種郵便物認可〉昭和50年8月10日

蕪
鍵

コ道を解コデ

　
市
の
し
ご
と
で
　
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
も
っ
と
も
要
望
の
多
い
の

は
、
や
は
り
、
道
路
整
備
で
す
。
私

た
ち
の
日
常
の
生
活
圏
が
広
が
り
、

交
通
網
も
発
達
し
た
現
在
、
デ
コ
ボ

コ
道
の
解
消
、
無
雪
道
路
の
確
保
等

は
市
民
の
切
実
な
願
い
で
す
。

　
こ
と
し
の
道
路
計
画
で
は
、
市
道

舗
装
は
ニ
レ
ニ
路
線
で
約
三
・
四
キ
・

斌
。
市
道
改
良
些
二
十
二
路
線
　
で

膠脚さ
　
　
　
　
　
約
五
二
、
F
耕
で
す
。

　
　
　
　
　
こ
の
ほ
か
用
地
先
行
十

　
　
　
　
　
二
路
線
四
キ
。
后
、
消
雪

　
　
　
　
　
パ
イ
プ
用
井
戸
、
防
雪

　
　
柵
等
の
雪
害
防
止
関
係
、
災
害

復
旧
工
事
等
が
あ
り
ま
す
。

　
整
っ
た
ま
ち
づ
く
り

　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
都

市
計
画
街
路
で
は
、
本
町
西
線
ほ
か

三
路
線
一
・
五
キ
・
M
の
改
良
舗
装
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
い

こ
い
の
場
と
し
て
の
公
園
づ
く
り
に

十
日
町
公
園
の
一
部
、
寿
南
、
明
石

公
園
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

・
3
2
馨
ぐ
う

　
　
　
　
　
　
　
林
業
の
振
興
も

　
農
業
は
、
大
き
な
転
換
期
に
立
た

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
稲
作
単
作
地
帯

に
あ
る
当
市
は
、
こ
れ
か
ら
も
う
ま
、

い
米
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
米
の
生

産
基
地
と
し
て
歩
み
つ
づ
け
る
だ
ろ

う
。
特
に
荒
れ
た
原
野
を
き
り
ひ
ら

く
苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
に
千
六
百

二
十
八
万
円
。
農
業
振
興
補
助
金
や

ほ
場
整
備
事
業
補
助
金
な
ど
の
ほ
か

林
業
の
振
興
の
た
め
、
林
道
開
発
、

林
業
振
興
関
係
委
託
補
助
金
と
し
て

五
千
百
八
十
六
万
円
余
り
計
上
し
、

事
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
中
小
企
業
融
資

　
旺
盛
な
企
業
活
動
は
、
そ
の
ま
ま

市
の
活
気
を
導
き
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
さ
ら
に
商
工
振
興
に

力
を
入
れ
る
た
め
、
各
種
の
貸
付
金

を
昨
年
よ
り
増
額
し
ま
し
た
。
特
に

不
況
対
策
の
一
環
と
し
て
、
産
業
育

成
資
金
貸
付
金
、
中
小
企
業
振
興
資

金
等
を
増
額
し
ま
し
た
。
商
工
組
合

中
央
金
庫
預
託
金
は
、
前
年
の
二
倍

に
あ
た
る
六
千
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
労
働
関
係
で
は
、
勤
労
者
の
住
宅

資
金
と
し
て
、
労
働
金
庫
預
託
金
を

増
額
。
あ
ら
た
に
、
出
機
等
の
家
内

労
働
者
に
労
災
保
険
料
補
助
金
を
計

上
す
る
な
ど
、
商
工
行
政
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

市
財
政
事
情
を
考
慮
し

　
　
　
　
効
果
的
に
す
す
め
る
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先
取
り
行
政
を

　
学
校
や
公
民
館
な
ど
の
教
育
文
化

施
設
を
充
実
す
る
こ
と
は
、
次
代
を

に
な
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、

ま
た
、
文
化
都
市
を
め
ざ
す
ト
日
町

市
の
将
来
〔
と
っ
て
も
よ
ろ
、
し
ば
し

い
。
率
直
に
言
わ
せ
C
も
ら
う
な
ら

ば
、
先
取
り
行
政
を
望
み
た
い
。

　
ま
た
、
市
道
の
改
良
舗
装
は
、
四

溺
以
上
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
四

紅
以
下
の
道
路
に
つ
い
て
も
、
改
良

舗
装
の
対
象
と
す
る
な
ど
キ
メ
細
か

い
行
政
の
配
慮
を
望
み
た
い
。

　
　
　
　
　
夕
　
　
子

◎
磯
雌

　
　
　
　
　
　
　
丸

犬
の
糞
を
道
路
上
に

放
置
し
な
い
で

　
犬
を
連
れ
て
の
散
歩
な
ど
で
道

に
犬
の
糞
を
放
置
し
た
ま
ま
に
し

い
く
人
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
は
公
共
の
も
の
で
す
。
ま

環
境
衛
生
面
か
ら
も
よ
い
こ
と
で
ー

な
い
と
思
い
ま
す
。
犬
の
飼
い
主
等

は
、
糞
を
か
た
ず
け
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
最
近
水
洗
便
所
が

普
及
し
て
き
ま
し
た
が
、
飲
料
水
を

使
用
す
る
の
は
、
も
っ
た
い
な
い
気

懇
難
塵

終
末
処
理
場
完
成
予
想
図

　
市
で
は
、
下
水
道
準
備
室
を
中
心

に
、
公
共
下
水
道
の
建
設
計
画
を
進

め
、
現
在
終
末
処
理
場
等
の
用
地
交

渉
等
を
進
め
て
い
ま
す
。
ご
承
知
の

よ
う
に
、
下
水
道
の
建
設
は
多
額
の

費
用
と
年
月
が
必
要
で
す
。
市
の
財

政
事
情
、
地
形
等
を
十
分
考
慮
し
な

が
ら
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
第
一
期
事
業
と
し
て
、
十
日
町
駅

を
中
心
と
し
た
約
一
四
八
診
の
市
街

地
で
、
川
治
川
か
ら
田
川
の
間
で
、

国
鉄
飯
山
線
か
ら
、
東
側
の
山
沿
い

を
総
事
業
費
約
八
十
六
億
円
で
昭
和

弱
い
立
場
に
あ
る
人
や
、

り
に
生
き
が
い
を
与
え
る
た
め
の
施

策
な
ど
福
祉
の
充
実
を
お
り
こ
ん
だ

民
生
費
に
八
億
一
千
万
円
余
り
を
計

上
し
、
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

と
し
あ
ら
た
に
、
冬
季
保
安
要
員
を

配
置
し
、
冬
季
孤
立
の
恐
れ
の
あ
る

山
問
地
域
の
道
路
交
通
の
確
保
、
急

患
輸
送
の
手
配
、
生
活
困
窮
者
、
出

稼
ぎ
世
帯
の
屋
根
雪
の
処
理
な
ど
に

協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
河
川
運
動
公
園
づ
く

り
、
文
化
財
収
蔵
庫
の
建
設
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業

五
十
六
年
ま
で
に
行
な
う
計
画

で
す
が
、
そ
の
他
の
区
域
は
工

事
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
、
追

加
で
認
可
を
受
け
て
行
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
終
末
処
理
場
は
最
終
的
に
は

七
万
六
千
ノ
処
理
可
能
の
施
設

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

お
と
L
Y
よ
り
に

生
き
が
い
を

　
か
ら
だ
の
不
自
由
な
人
や
、

生
活
保
護
家
庭
等
、
社
会
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
し
よ
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待ちどおしいその完成

すすむ教育文化施設の整備

　
　
地
方
自
治
体
の
財
政
ひ
っ
ぱ
く
は
、
全
国
的
な
傾
向
と
な
っ

　
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
市
の
台
所
も
ご
多
分
に
も
れ
ず
苦

　
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
一
般
経
常
経
費
を
極

　
力
抑
制
し
な
が
ら
、
建
設
的
投
資
、
教
育
関
係
、
民
生
費
等
の

　
充
実
に
カ
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
　
現
在
す
す
め
て
い
る
市
の
事
業
の
う
ち
、
教
育
費
関
係
を
中

　
心
に
主
な
も
の
を
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

　
別
表
の
よ
う
に
、
歳
出
の
ト
ッ
プ

を
し
め
て
い
る
教
育
費
予
算
は
、
十

一
億
七
百
八
十
二
万
四
千
円
と
な
っ

魅輔．．．

　　錨雅g3輌％　　　　　げ億782万円

　　　5駕　　　　　24・5彰

臨麟蕎　　歳出
　　　じロお
衛亜『費　　　　　　4漁少8糾万円

2億9，394万円
　　　6・5％　　　　30⑪％　戻生費

　　　　　　　　　　　　　8億l　l39万円
　おおロ　　　　　　　　　　　　　　り
　4即，062万円　土木費　　1＆0％
　　　　10．4％7億2，明8万円

撃　　　　　lao％ て
い
ま
す
。
学
校
関
係
施
設
で
は
、

昨
年
か
ら
二
か
年
継
続
事
業
で
十
一

月
完
成
予
定
の
西
小
学
校
の
建
設
に

四
億
三
千
四
百
十
二
万
四
干
円
大
池

　
　
小
学
校
赤
倉
分
校
五
干
八
百
四

　
　
　
　
卜
万
円
等
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
そ
の
ほ
か
、
二
十
五
の
小

　
　
　
　
中
学
校
（
分
校
を
含
め
る

　
　
　
　
と
三
十
六
）
の
営
繕
修
繕

　
　
　
　
関
係
に
二
千
万
円
等
が
支

　
　
　
　
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か

　
　
　
　
在
宅
訪
問
学
級
等
発
足
さ

　
　
　
　
せ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
社
会
教
育
関
係
で
は
、

　
　
中
条
地
区
公
民
館
建
設
工
事
費

七
千
二
百
二
十
万
円
、
文
化
財
収
蔵

よい環境のなかで、のびのびと勉強し、体を鍛える

ことができるように……。教育文化施設の充実に力

庫
（
二
か
年
継
続
の
一
年
目
）
四
千
万

円
、
馬
場
上
遺
跡
調
査
費
三
百
、
、
十

六
万
円
等
が
あ
り
ま
す
、

年
開
校
め
ざ
す

　
　
西
小
学
校

　
西
小
学
校
は
、
市
街
地
の
北

西
部
（
本
町
西
線
の
西
側
）
の
す

ぐ
れ
た
教
育
環
境
の
な
か
に
、

温
水
暖
房
付
き
の
近
代
的
校
舎

が
建
設
さ
れ
る
わ
け
で
、
工
事

は
急
ピ
ッ
チ
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
（
完
成
予
想
図
）

　
ま
た
、
市
中
心
部
か
ら
約
九

キ
。
ほ
ど
離
れ
た
赤
倉
部
落
に
ま

も
な
く
、
近
代
的
校
舎
が
お
目

見
え
し
ま
す
。

　
総
工
費
五
千
八
百
四
十
万
円
で
去

る
六
月
着
工
。
十
一
月
末
完
成
さ
れ

る
予
定
で
す
。
特
徴
と
し
て
は
「
学
校

は
、
そ
の
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
い

う
こ
と
か
ら
、
校
舎
の
中
に
へ
き
地

集
会
室
と
し
て
、
畳
室
を
設
け
、
部
落

の
人
達
の
集
会
の
場
に
利
用
で
き
る

よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
皆
月

上
階
建
五
百
六
＋
六
平
方
摺
の

中
条
公
民
館
を
着
工

　
　
　
　
　
お
年
寄
り
に
も
使
い
や
す
い
施
設

　
こ
れ
ま
で
、
住
民
の
茶
の
間
と
し

て
、
あ
る
い
は
文
化
教
養
の
場
、
地

域
、
つ
く
り
の
拠
点
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
た
中
条
公
民
館
は
、
建
物
が
老

朽
化
し
た
た
め
、
改
築
す
る
こ
と
に

な
り
、
十
二
月
二
十
日
完
成
を
目
標

に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
老
人
い
こ
い
の
家
」
を
兼
ね
た
お

年
寄
り
の
み
な
さ
ん
の
使
い
や
す
い

公
民
館
を
建
設
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

か
ら
、
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
、
入
口
は
二
階
に
あ
り
、

国
道
か
ら
ゆ
る
や
か
な
ス
ロ
ー
プ
で

建
物
へ
は
外
ば
き
の
ま
ま
出
入
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
建
物
は
、
全

館
暖
房
で
す
。

特
に
お
と
し
よ
り
の
み
な
さ
ん

の
利
用
を
考
え
て
、
設
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
二
階
は
事
務
室
や

会
議
室
な
ど
を
配
し
、
休
憩
や

団
ら
ん
な
ど
に
使
え
る
よ
う
に

し
ま
す
。
三
階
に
は
、
各
種
の

学
級
や
講
座
な
ど
の
た
め
、
学

習
室
、
料
理
実
習
室
が
設
置
さ

れ
る
予
定
で
す
。

く
わ
入
れ
す
る
池
田
助
役

域地改築される中条地区公民館

公
民
館
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

繕
）
．
．
灘

　
公
民
館
は
、
地
域
り
・
ン
ボ
ル
セ

・
タ
ー
　
運
動
会
の
役
員
等
で
、
公

民
館
に
顔
を
出
す
程
度
で
あ
っ
た
私

も
、
今
で
は
公
民
館
を
利
用
し
よ
う

と
い
う
気
持
で
す
。

老
人
た
ち
も
心
待
ち

　
　
　
　
　
　
　
樋
熊
ス
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
粂
下
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
　
　
婦

　
公
民
館
活
動
は
、
内
容
の
充
実
と

同
時
に
や
は
り
施
設
の
整
備
が
肝
要
・

　
た
と
え
ば
、
詩
吟
と
学
習
活
動
が

同
時
に
行
な
わ
れ
た
場
合
、
旧
公
民

館
は
騒
音
等
の
心
配
が
あ
っ
た
が
、

今
度
は
防
音
効
果
の
高
い
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
で
す
か
ら
、
そ
の
心

配
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
地
域
の
老
人
達
も
、
そ
の
完
成
を

願
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
改
築
を
喜
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
岩
田
ミ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
粂
旭
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葵
客
師

　
自
分
の
た
め
の
趣
味
や
学
習
の
場

と
し
て
、
利
用
す
る
公
民
館
が
近
代

建
築
に
一
新
す
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

　
地
域
の
青
年
、
婦
人
か
ら
老
人
ま

で
の
幅
広
い
層
の
人
た
ち
が
利
用
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
わ
た

し
も
時
問
の
許
す
限
り
利
用
し
た
い
。
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蕪
鍵

コ道を解コデ

　
市
の
し
ご
と
で
　
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
も
っ
と
も
要
望
の
多
い
の

は
、
や
は
り
、
道
路
整
備
で
す
。
私

た
ち
の
日
常
の
生
活
圏
が
広
が
り
、

交
通
網
も
発
達
し
た
現
在
、
デ
コ
ボ

コ
道
の
解
消
、
無
雪
道
路
の
確
保
等

は
市
民
の
切
実
な
願
い
で
す
。

　
こ
と
し
の
道
路
計
画
で
は
、
市
道

舗
装
は
ニ
レ
ニ
路
線
で
約
三
・
四
キ
・

斌
。
市
道
改
良
些
二
十
二
路
線
　
で

膠脚さ
　
　
　
　
　
約
五
二
、
F
耕
で
す
。

　
　
　
　
　
こ
の
ほ
か
用
地
先
行
十

　
　
　
　
　
二
路
線
四
キ
。
后
、
消
雪

　
　
　
　
　
パ
イ
プ
用
井
戸
、
防
雪

　
　
柵
等
の
雪
害
防
止
関
係
、
災
害

復
旧
工
事
等
が
あ
り
ま
す
。

　
整
っ
た
ま
ち
づ
く
り

　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
都

市
計
画
街
路
で
は
、
本
町
西
線
ほ
か

三
路
線
一
・
五
キ
・
M
の
改
良
舗
装
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
い

こ
い
の
場
と
し
て
の
公
園
づ
く
り
に

十
日
町
公
園
の
一
部
、
寿
南
、
明
石

公
園
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

・
3
2
馨
ぐ
う

　
　
　
　
　
　
　
林
業
の
振
興
も

　
農
業
は
、
大
き
な
転
換
期
に
立
た

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
稲
作
単
作
地
帯

に
あ
る
当
市
は
、
こ
れ
か
ら
も
う
ま
、

い
米
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
米
の
生

産
基
地
と
し
て
歩
み
つ
づ
け
る
だ
ろ

う
。
特
に
荒
れ
た
原
野
を
き
り
ひ
ら

く
苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
に
千
六
百

二
十
八
万
円
。
農
業
振
興
補
助
金
や

ほ
場
整
備
事
業
補
助
金
な
ど
の
ほ
か

林
業
の
振
興
の
た
め
、
林
道
開
発
、

林
業
振
興
関
係
委
託
補
助
金
と
し
て

五
千
百
八
十
六
万
円
余
り
計
上
し
、

事
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
中
小
企
業
融
資

　
旺
盛
な
企
業
活
動
は
、
そ
の
ま
ま

市
の
活
気
を
導
き
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
さ
ら
に
商
工
振
興
に

力
を
入
れ
る
た
め
、
各
種
の
貸
付
金

を
昨
年
よ
り
増
額
し
ま
し
た
。
特
に

不
況
対
策
の
一
環
と
し
て
、
産
業
育

成
資
金
貸
付
金
、
中
小
企
業
振
興
資

金
等
を
増
額
し
ま
し
た
。
商
工
組
合

中
央
金
庫
預
託
金
は
、
前
年
の
二
倍

に
あ
た
る
六
千
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
労
働
関
係
で
は
、
勤
労
者
の
住
宅

資
金
と
し
て
、
労
働
金
庫
預
託
金
を

増
額
。
あ
ら
た
に
、
出
機
等
の
家
内

労
働
者
に
労
災
保
険
料
補
助
金
を
計

上
す
る
な
ど
、
商
工
行
政
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

市
財
政
事
情
を
考
慮
し

　
　
　
　
効
果
的
に
す
す
め
る

とお∬’33）
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（本町西一丁目〉

　
先
取
り
行
政
を

　
学
校
や
公
民
館
な
ど
の
教
育
文
化

施
設
を
充
実
す
る
こ
と
は
、
次
代
を

に
な
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、

ま
た
、
文
化
都
市
を
め
ざ
す
ト
日
町

市
の
将
来
〔
と
っ
て
も
よ
ろ
、
し
ば
し

い
。
率
直
に
言
わ
せ
C
も
ら
う
な
ら

ば
、
先
取
り
行
政
を
望
み
た
い
。

　
ま
た
、
市
道
の
改
良
舗
装
は
、
四

溺
以
上
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
四

紅
以
下
の
道
路
に
つ
い
て
も
、
改
良

舗
装
の
対
象
と
す
る
な
ど
キ
メ
細
か

い
行
政
の
配
慮
を
望
み
た
い
。

　
　
　
　
　
夕
　
　
子

◎
磯
雌

　
　
　
　
　
　
　
丸

犬
の
糞
を
道
路
上
に

放
置
し
な
い
で

　
犬
を
連
れ
て
の
散
歩
な
ど
で
道

に
犬
の
糞
を
放
置
し
た
ま
ま
に
し

い
く
人
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
は
公
共
の
も
の
で
す
。
ま

環
境
衛
生
面
か
ら
も
よ
い
こ
と
で
ー

な
い
と
思
い
ま
す
。
犬
の
飼
い
主
等

は
、
糞
を
か
た
ず
け
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
最
近
水
洗
便
所
が

普
及
し
て
き
ま
し
た
が
、
飲
料
水
を

使
用
す
る
の
は
、
も
っ
た
い
な
い
気

懇
難
塵

終
末
処
理
場
完
成
予
想
図

　
市
で
は
、
下
水
道
準
備
室
を
中
心

に
、
公
共
下
水
道
の
建
設
計
画
を
進

め
、
現
在
終
末
処
理
場
等
の
用
地
交

渉
等
を
進
め
て
い
ま
す
。
ご
承
知
の

よ
う
に
、
下
水
道
の
建
設
は
多
額
の

費
用
と
年
月
が
必
要
で
す
。
市
の
財

政
事
情
、
地
形
等
を
十
分
考
慮
し
な

が
ら
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
第
一
期
事
業
と
し
て
、
十
日
町
駅

を
中
心
と
し
た
約
一
四
八
診
の
市
街

地
で
、
川
治
川
か
ら
田
川
の
間
で
、

国
鉄
飯
山
線
か
ら
、
東
側
の
山
沿
い

を
総
事
業
費
約
八
十
六
億
円
で
昭
和

弱
い
立
場
に
あ
る
人
や
、

り
に
生
き
が
い
を
与
え
る
た
め
の
施

策
な
ど
福
祉
の
充
実
を
お
り
こ
ん
だ

民
生
費
に
八
億
一
千
万
円
余
り
を
計

上
し
、
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

と
し
あ
ら
た
に
、
冬
季
保
安
要
員
を

配
置
し
、
冬
季
孤
立
の
恐
れ
の
あ
る

山
問
地
域
の
道
路
交
通
の
確
保
、
急

患
輸
送
の
手
配
、
生
活
困
窮
者
、
出

稼
ぎ
世
帯
の
屋
根
雪
の
処
理
な
ど
に

協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
河
川
運
動
公
園
づ
く

り
、
文
化
財
収
蔵
庫
の
建
設
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業

五
十
六
年
ま
で
に
行
な
う
計
画

で
す
が
、
そ
の
他
の
区
域
は
工

事
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
、
追

加
で
認
可
を
受
け
て
行
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
終
末
処
理
場
は
最
終
的
に
は

七
万
六
千
ノ
処
理
可
能
の
施
設

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

お
と
L
Y
よ
り
に

生
き
が
い
を

　
か
ら
だ
の
不
自
由
な
人
や
、

生
活
保
護
家
庭
等
、
社
会
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
し
よ
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鯉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
　
　
　
　
　
　
　
へ

＼

冨ひ

餐

勝

、
、

魯
畢

豪
雪
地
に
若
人
の
声
を

　
農
業
に
は
、
若
人
の
姿
も
み
ら
れ

ず
、
元
気
な
声
も
聞
け
ず
、
明
る
さ

の
な
い
の
が
現
実
の
姿
で
す
。

　
地
区
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
、

豪
雪
地
帯
と
い
う
悪
条
件
を
克
服
、

苗
場
山
ろ
く
開
発
を
実
現
し
、
こ
の

大
地
が
調
和
の
と
れ
た
緑
豊
か
な
明

る
い
営
農
の
場
と
な
る
よ
う
努
力
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

荒
れ
た
台
地
を
生
か
そ
う

　
見
わ
た
す
か
ぎ
り
広
い
珠
川
台
地

は
、
ど
こ
を
見
て
も
、
荒
れ
果
て
た

畑
で
す
。
今
こ
そ
、
苗
場
開
発
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
愛
測

　
　
　
　
　
　
　
　
井
休

　
　
　
　
　
　
　
　
富

こ
の
台
地
に
無
限
の
水
を
流
し
、
荒

れ
た
台
地
を
開
拓
し
て
、
現
在
の
苦

し
い
農
家
経
済
か
ら
脱
皮
し
た
い
も

の
で
す
。

　
　
　
．
へ

て
、
ど
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

　
田
中
　
私
は
畜
産
を
や
っ
て
い
る

が
、
畜
産
は
農
業
と
い
う
よ
り
工
業

的
と
い
う
感
じ
で
、
外
国
か
ら
飼
料

を
持
っ
て
き
て
や
っ
て
い
る
現
状
だ
。

　
樋
ロ
（
広
）
　
農
業
は
企
業
化
で
き

な
い
と
思
う
。
や
っ
ぱ
り
伝
来
の
田

畑
を
耕
す
、
そ
う
い
う
形
が
良
い
と

考
え
る
。
で
き
れ
ば
、
少
な
い
面
積

を
高
率
的
に
使
っ
て
高
い
収
益
を
あ

げ
る
、
私
は
そ
う
い
う
方
向
で
や
っ

て
い
る
。

　
福
島
　
養
蚕
の
場
合
も
畜
産
と
同

じ
く
事
業
団
で
や
っ
て
い
る
が
、
タ

バ
コ
や
米
と
違
っ
て
価
格
は
決
定
的

で
な
い
。
そ
の
上
、
農
産
物
の
価
格

は
他
に
く
ら
べ
て
低
い
。
一
方
を
価

格
保
証
す
れ
ば
生
産
過
剰
に
な
る
と

い
う
事
は
わ
か
る
が
。

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
価
格
が
農
業
の
　
…

…
生
命
だ
　
　
　
　
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
樋
ロ
（
武
）
　
私
は
タ
バ
コ
を
や
っ

て
い
る
。
タ
バ
コ
は
価
格
が
安
定
し

て
い
る
の
で
比
較
的
作
り
や
す
い
。

な
ん
と
い
っ
て
も
農
業
に
は
価
格
の

問
題
が
一
番
大
事
だ
と
思
う
。

1
地
域
の
将
来
を
考
え
た
場
合
、

苗
場
開
発
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

（第3種郵便物認可）昭和50年8月10日

書ρ．人ノこ夢と

　　希望雀

ー
こ
こ
に
集
ま
ら
れ
た
み
な
さ
ん

は
、
山
間
の
雪
深
い
所
で
農
業
の

将
来
を
夢
み
て
、
そ
れ
ぞ
れ
努
力

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
農
業

と
い
う
特
殊
な
産
業
を
営
ん
で
い

　
水
沢
地
区
に
将
来
の
農
業
を
考
え
て
、
活

発
に
行
動
を
し
て
い
る
農
業
青
年
グ
ル
ー
プ

が
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
の
グ
ル
ー
ブ
は
「
山
ろ
く
会
」
と
い
う
会

に
集
ま
る
十
五
余
名
の
若
い
人
達
で
、
苗
場

山
ろ
く
開
発
問
題
を
中
心
と
し
な
が
ら
明
日

の
農
業
に
全
力
投
球
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
「
山
ろ
く
会
」
の
座
談
会
を
の
ぞ
い
て

一
緒
に
農
業
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
丸
山
苗
場
開
発
は
で
き
る
だ
け

早
く
や
っ
て
ほ
し
い
。
見
通
し
が
つ

か
な
い
と
私
自
身
の
方
針
が
立
て
に

く
く
困
る
。

　
樋
ロ
（
広
）
　
経
営
の
安
定
化
と
い

っ
て
も
単
純
な
規
模
拡
大
で
は
困
る
。

杉
林
等
を
十
分
生
か
し
て
自
然
破
壊

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
べ
き
だ
。

　
金
沢
将
来
を
考
え
る
と
、
こ
の

ま
ま
で
は
百
姓
は
行
き
詰
ま
っ
て
し

ま
う
。
若
い
人
の
夢
と
し
て
是
非
苗

場
開
発
を
進
め
た
い
。

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
若
人
の
夢
と
し
て
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
苗
場
開
発
を
進
め
た
い
…

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
樋
ロ
（
武
）
　
子
供
に
運
動
場
を
作

っ
て
や
る
よ
う
に
誰
れ
で
も
、
そ
こ

で
好
き
な
だ
け
手
足
を
伸
ば
せ
る
場

所
が
欲
し
い
。
そ
う
い
う
意
昧
で
苗

場
開
発
は
十
分
意
昧
を
な
し
て
く
れ

る
と
思
う
。

　
飯
塚
　
開
発
に
つ
い
て
は
、
色
々

な
問
題
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
農
業
を

や
る
人
達
の
条
件
を
よ
く
す
る
事
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
周
り
の
人
達
が
良

く
な
る
よ
う
に
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。

と
き

と
こ
ろ

出席者（敬称略）

飯金丸樋福樋田
七
月
十
四
日

苗
場
分
室

　
（
水
沢
出
張
所
）

中
　
　
勉
（
姿
）

□
広
司
（
中
在
家
）

島
　
　
至
（
珠
川
）

□
武
利
（
中
在
家
）

山
重
喜
（
珠
川
）

沢
忠
司
（
太
田
島
）

塚
茂
夫
（
南
雲
）

司
会
／
武
田
正
史

　
　
（
水
沢
地
区
公
民
館
職
員
）

儀、

講
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発
掘

の
発
掘
調
査

　
　
　
　
昨
夏
緊
急
発
掘
を
し
た
、
西
小
学

　
　
　
校
地
内
の
馬
場
上
（
ば
ば
が
み
）
遺

　
　
　
跡
の
調
査
で
は
、
三
十
一
軒
分
の
住

　
　
　
居
跡
が
み
つ
か
り
、
ま
た
一
万
点
以

　
　
　
上
の
土
器
片
も
出
土
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
住
居
跡
を
三
グ
ル
ー

　
　
　
　
プ
に
大
別

　
　
　
　
住
居
跡
は
三
グ
ル
ー
プ
に
大
別
さ

　
　
　
れ
、
そ
の
形
と
出
土
し
た
土
器
な
ど

　
　
　
か
ら
、
古
墳
時
代
の
中
頃
か
ら
平
安

　
　
　
時
代
に
わ
た
っ
て
人
が
生
活
し
て
い

　
　
　
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
最
も
古
い
第
一
グ
ル
ー
プ
（
写
真
）

　
　
　
は
、
隅
丸
（
す
み
ま
る
）
方
形
の
た

　
　
　
て
穴
住
居
で
、
地
面
を
掘
り
込
ん
で

　
　
　
カ
ベ
と
床
を
作
っ
た
住
居
で
す
が
、

1
馬
場
上
遺
跡
第
一
調
査
地
区
の
全
景
ー

　
　
　
　
現
在
、
こ
の
場
所
に
西
小
学
校
が

　
　
　
　
建
設
さ
れ
て
い
る
。

㊦
　
♂

辮
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
・
．

魏
　
q
詮

¢
急
＠

　
　
　
，
鳩
噺

　
　
　
　
　
勾
　
＠
愈

　
　
＠

　
　
　
　
　
⑫

　
＠
腎

　
　
⑤
　
曾

』
＼
（
，

秘．縄．
　馬場上遺跡の住居跡の分布

こ

　
　
　
　
　
　
　
　
出

床
の
中
央
に
炉
（
ろ
）
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
住
居
跡
は
、
ほ
ぼ
同
じ

大
き
さ
で
、
住
居
内
に
屋

根
を
さ
さ
え
る
た
め
の
柱

の
穴
が
見
ら
れ
ま
す
。
出

土
し
た
土
器
は
、
す
べ
て

土
師
器
（
は
じ
き
）
で
、
古

墳
時
代
の
中
期
頃
（
五
世

紀
半
ば
か
ら
六
世
紀
初
め
）

に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
第
ニ
グ
ル
ー
プ
（
写
真
）

は
、
方
形
の
た
て
穴
住
居
で
、
住
居

内
の
南
側
の
カ
ベ
の
片
す
み
に
カ
マ

ド
が
作
ら
れ
、
け
む
り
出
し
が
外
に

向
っ
て
の
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

住
居
は
六
×
五
～
三
×
三
后
と
大
小

さ
ま
ざ
ま
で
、
大
き
い
も
の
は
、
住

居
外
に
柱
を
建
て
た
穴
が
み
ら
れ
ま

す
が
小
さ
い
も
の
は
、
そ
れ
が
ほ
と

ん
ど
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
土

器
は
土
師
器
の
ほ
か
に
須
恵
器
（
す

え
き
）
も
見
ら
れ
、
古
墳
時
代
の
後

期
頃
（
六
世
紀
半
ば
か
ら
七
世
紀
）

に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
第

三
グ
ル
ー
プ
（
写
真
）
は
、
規
則
正

し
く
並
ん
で
い
る
柱
の
穴
か
ら
住
居

跡
と
わ
か
る
も
の
で
、
す
べ
て
南
北

に
長
い
長
方
形
を
し
た
、
地
上
に
床

を
も
つ
住
居
で
す
。

　
土
器
は
、
須
恵
器
が
ほ
と
ん
ど
で

時
代
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の

は
じ
め
頃
（
八
・
九
世
紀
）
に
あ
た

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
遺
跡

か
ら
は
、
カ
メ
、
ツ
ボ
、
ハ
チ
な
ど

の
ほ
か
に
鉄
器
や
植
物
の
実
な
ど
が

●第1グループの第3号竪穴住居跡（ア．1m×7．6m）

●第2グループの第21号竪穴住居跡（5．7m×4．9m）

●第3グループの第14号住居跡（7．2mX4．2m）

出
土
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
人
々
は
、

か
ん
た
ん
な
小
屋
が
け
の
家
に
住
み
、

米
を
作
り
、
信
濃
川
の
サ
ケ
や
マ
ス

な
ど
の
川
魚
や
木
の
実
な
ど
を
取
っ

て
食
糧
に
し
、
ま
た
、
糸
を
撚
（
よ
）

る
と
き
使
う
紡
錘
車
（
つ
む
）
も
出

土
し
て
い
ま
す
か
ら
、
機
（
は
た
）

を
織
っ
た
り
し
て
生
活
し
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
発
掘
現
場
を
一
般
公
開
し
ま
す

　
こ
の
よ
う
な
遺
跡
は
、
県
内
で
は

他
に
例
が
な
く
、
ま
た
十
日
町
市
の

古
代
を
知
る
う
え
で
大
変
貴
重
な
も

の
で
す
。
教
育
委
員
会
で
は
今
年
度

も
発
掘
調
査
を
継
続
実
施
中
で
す
が
、

約
二
千
平
方
財
の
予
定
地
か
ら
十
数

軒
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
お
も
わ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
発
掘
現
場
を

み
て
い
た
だ
く
機
会
を
計
画
し
ま
し

た
。
お
お
ぜ
い
お
い
で
く
だ
さ
い
。

・
と
き
　
八
月
二
十
日
（
水
）
午
後

　
　
　
二
時
半
～
三
時
半

・
と
こ
ろ
　
馬
場
上
遺
跡
発
掘
調
査

　
　
　
現
場
（
西
小
学
校
）
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へ
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冨ひ

餐

勝

、
、

魯
畢

豪
雪
地
に
若
人
の
声
を

　
農
業
に
は
、
若
人
の
姿
も
み
ら
れ

ず
、
元
気
な
声
も
聞
け
ず
、
明
る
さ

の
な
い
の
が
現
実
の
姿
で
す
。

　
地
区
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
、

豪
雪
地
帯
と
い
う
悪
条
件
を
克
服
、

苗
場
山
ろ
く
開
発
を
実
現
し
、
こ
の

大
地
が
調
和
の
と
れ
た
緑
豊
か
な
明

る
い
営
農
の
場
と
な
る
よ
う
努
力
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

荒
れ
た
台
地
を
生
か
そ
う

　
見
わ
た
す
か
ぎ
り
広
い
珠
川
台
地

は
、
ど
こ
を
見
て
も
、
荒
れ
果
て
た

畑
で
す
。
今
こ
そ
、
苗
場
開
発
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
愛
測

　
　
　
　
　
　
　
　
井
休

　
　
　
　
　
　
　
　
富

こ
の
台
地
に
無
限
の
水
を
流
し
、
荒

れ
た
台
地
を
開
拓
し
て
、
現
在
の
苦

し
い
農
家
経
済
か
ら
脱
皮
し
た
い
も

の
で
す
。

　
　
　
．
へ

て
、
ど
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

　
田
中
　
私
は
畜
産
を
や
っ
て
い
る

が
、
畜
産
は
農
業
と
い
う
よ
り
工
業

的
と
い
う
感
じ
で
、
外
国
か
ら
飼
料

を
持
っ
て
き
て
や
っ
て
い
る
現
状
だ
。

　
樋
ロ
（
広
）
　
農
業
は
企
業
化
で
き

な
い
と
思
う
。
や
っ
ぱ
り
伝
来
の
田

畑
を
耕
す
、
そ
う
い
う
形
が
良
い
と

考
え
る
。
で
き
れ
ば
、
少
な
い
面
積

を
高
率
的
に
使
っ
て
高
い
収
益
を
あ

げ
る
、
私
は
そ
う
い
う
方
向
で
や
っ

て
い
る
。

　
福
島
　
養
蚕
の
場
合
も
畜
産
と
同

じ
く
事
業
団
で
や
っ
て
い
る
が
、
タ

バ
コ
や
米
と
違
っ
て
価
格
は
決
定
的

で
な
い
。
そ
の
上
、
農
産
物
の
価
格

は
他
に
く
ら
べ
て
低
い
。
一
方
を
価

格
保
証
す
れ
ば
生
産
過
剰
に
な
る
と

い
う
事
は
わ
か
る
が
。
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…
価
格
が
農
業
の
　
…

…
生
命
だ
　
　
　
　
…
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一

　
樋
ロ
（
武
）
　
私
は
タ
バ
コ
を
や
っ

て
い
る
。
タ
バ
コ
は
価
格
が
安
定
し

て
い
る
の
で
比
較
的
作
り
や
す
い
。

な
ん
と
い
っ
て
も
農
業
に
は
価
格
の

問
題
が
一
番
大
事
だ
と
思
う
。

1
地
域
の
将
来
を
考
え
た
場
合
、

苗
場
開
発
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

（第3種郵便物認可）昭和50年8月10日

書ρ．人ノこ夢と

　　希望雀

ー
こ
こ
に
集
ま
ら
れ
た
み
な
さ
ん

は
、
山
間
の
雪
深
い
所
で
農
業
の

将
来
を
夢
み
て
、
そ
れ
ぞ
れ
努
力

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
農
業

と
い
う
特
殊
な
産
業
を
営
ん
で
い

　
水
沢
地
区
に
将
来
の
農
業
を
考
え
て
、
活

発
に
行
動
を
し
て
い
る
農
業
青
年
グ
ル
ー
プ

が
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
の
グ
ル
ー
ブ
は
「
山
ろ
く
会
」
と
い
う
会

に
集
ま
る
十
五
余
名
の
若
い
人
達
で
、
苗
場

山
ろ
く
開
発
問
題
を
中
心
と
し
な
が
ら
明
日

の
農
業
に
全
力
投
球
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
「
山
ろ
く
会
」
の
座
談
会
を
の
ぞ
い
て

一
緒
に
農
業
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
丸
山
苗
場
開
発
は
で
き
る
だ
け

早
く
や
っ
て
ほ
し
い
。
見
通
し
が
つ

か
な
い
と
私
自
身
の
方
針
が
立
て
に

く
く
困
る
。

　
樋
ロ
（
広
）
　
経
営
の
安
定
化
と
い

っ
て
も
単
純
な
規
模
拡
大
で
は
困
る
。

杉
林
等
を
十
分
生
か
し
て
自
然
破
壊

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
べ
き
だ
。

　
金
沢
将
来
を
考
え
る
と
、
こ
の

ま
ま
で
は
百
姓
は
行
き
詰
ま
っ
て
し

ま
う
。
若
い
人
の
夢
と
し
て
是
非
苗

場
開
発
を
進
め
た
い
。

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
若
人
の
夢
と
し
て
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
苗
場
開
発
を
進
め
た
い
…

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
樋
ロ
（
武
）
　
子
供
に
運
動
場
を
作

っ
て
や
る
よ
う
に
誰
れ
で
も
、
そ
こ

で
好
き
な
だ
け
手
足
を
伸
ば
せ
る
場

所
が
欲
し
い
。
そ
う
い
う
意
昧
で
苗

場
開
発
は
十
分
意
昧
を
な
し
て
く
れ

る
と
思
う
。

　
飯
塚
　
開
発
に
つ
い
て
は
、
色
々

な
問
題
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
農
業
を

や
る
人
達
の
条
件
を
よ
く
す
る
事
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
周
り
の
人
達
が
良

く
な
る
よ
う
に
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。

と
き

と
こ
ろ

出席者（敬称略）

飯金丸樋福樋田
七
月
十
四
日

苗
場
分
室

　
（
水
沢
出
張
所
）

中
　
　
勉
（
姿
）

□
広
司
（
中
在
家
）

島
　
　
至
（
珠
川
）

□
武
利
（
中
在
家
）

山
重
喜
（
珠
川
）

沢
忠
司
（
太
田
島
）

塚
茂
夫
（
南
雲
）

司
会
／
武
田
正
史

　
　
（
水
沢
地
区
公
民
館
職
員
）

儀、

講
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発
掘

の
発
掘
調
査

　
　
　
　
昨
夏
緊
急
発
掘
を
し
た
、
西
小
学

　
　
　
校
地
内
の
馬
場
上
（
ば
ば
が
み
）
遺

　
　
　
跡
の
調
査
で
は
、
三
十
一
軒
分
の
住

　
　
　
居
跡
が
み
つ
か
り
、
ま
た
一
万
点
以

　
　
　
上
の
土
器
片
も
出
土
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
住
居
跡
を
三
グ
ル
ー

　
　
　
　
プ
に
大
別

　
　
　
　
住
居
跡
は
三
グ
ル
ー
プ
に
大
別
さ

　
　
　
れ
、
そ
の
形
と
出
土
し
た
土
器
な
ど

　
　
　
か
ら
、
古
墳
時
代
の
中
頃
か
ら
平
安

　
　
　
時
代
に
わ
た
っ
て
人
が
生
活
し
て
い

　
　
　
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
最
も
古
い
第
一
グ
ル
ー
プ
（
写
真
）

　
　
　
は
、
隅
丸
（
す
み
ま
る
）
方
形
の
た

　
　
　
て
穴
住
居
で
、
地
面
を
掘
り
込
ん
で

　
　
　
カ
ベ
と
床
を
作
っ
た
住
居
で
す
が
、

1
馬
場
上
遺
跡
第
一
調
査
地
区
の
全
景
ー

　
　
　
　
現
在
、
こ
の
場
所
に
西
小
学
校
が

　
　
　
　
建
設
さ
れ
て
い
る
。

㊦
　
♂

辮
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
・
．

魏
　
q
詮

¢
急
＠

　
　
　
，
鳩
噺

　
　
　
　
　
勾
　
＠
愈

　
　
＠

　
　
　
　
　
⑫

　
＠
腎

　
　
⑤
　
曾

』
＼
（
，

秘．縄．
　馬場上遺跡の住居跡の分布

こ

　
　
　
　
　
　
　
　
出

床
の
中
央
に
炉
（
ろ
）
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
住
居
跡
は
、
ほ
ぼ
同
じ

大
き
さ
で
、
住
居
内
に
屋

根
を
さ
さ
え
る
た
め
の
柱

の
穴
が
見
ら
れ
ま
す
。
出

土
し
た
土
器
は
、
す
べ
て

土
師
器
（
は
じ
き
）
で
、
古

墳
時
代
の
中
期
頃
（
五
世

紀
半
ば
か
ら
六
世
紀
初
め
）

に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
第
ニ
グ
ル
ー
プ
（
写
真
）

は
、
方
形
の
た
て
穴
住
居
で
、
住
居

内
の
南
側
の
カ
ベ
の
片
す
み
に
カ
マ

ド
が
作
ら
れ
、
け
む
り
出
し
が
外
に

向
っ
て
の
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

住
居
は
六
×
五
～
三
×
三
后
と
大
小

さ
ま
ざ
ま
で
、
大
き
い
も
の
は
、
住

居
外
に
柱
を
建
て
た
穴
が
み
ら
れ
ま

す
が
小
さ
い
も
の
は
、
そ
れ
が
ほ
と

ん
ど
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
土

器
は
土
師
器
の
ほ
か
に
須
恵
器
（
す

え
き
）
も
見
ら
れ
、
古
墳
時
代
の
後

期
頃
（
六
世
紀
半
ば
か
ら
七
世
紀
）

に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
第

三
グ
ル
ー
プ
（
写
真
）
は
、
規
則
正

し
く
並
ん
で
い
る
柱
の
穴
か
ら
住
居

跡
と
わ
か
る
も
の
で
、
す
べ
て
南
北

に
長
い
長
方
形
を
し
た
、
地
上
に
床

を
も
つ
住
居
で
す
。

　
土
器
は
、
須
恵
器
が
ほ
と
ん
ど
で

時
代
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の

は
じ
め
頃
（
八
・
九
世
紀
）
に
あ
た

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
遺
跡

か
ら
は
、
カ
メ
、
ツ
ボ
、
ハ
チ
な
ど

の
ほ
か
に
鉄
器
や
植
物
の
実
な
ど
が
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●第2グループの第21号竪穴住居跡（5．7m×4．9m）

●第3グループの第14号住居跡（7．2mX4．2m）

出
土
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
人
々
は
、

か
ん
た
ん
な
小
屋
が
け
の
家
に
住
み
、

米
を
作
り
、
信
濃
川
の
サ
ケ
や
マ
ス

な
ど
の
川
魚
や
木
の
実
な
ど
を
取
っ

て
食
糧
に
し
、
ま
た
、
糸
を
撚
（
よ
）

る
と
き
使
う
紡
錘
車
（
つ
む
）
も
出

土
し
て
い
ま
す
か
ら
、
機
（
は
た
）

を
織
っ
た
り
し
て
生
活
し
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
発
掘
現
場
を
一
般
公
開
し
ま
す

　
こ
の
よ
う
な
遺
跡
は
、
県
内
で
は

他
に
例
が
な
く
、
ま
た
十
日
町
市
の

古
代
を
知
る
う
え
で
大
変
貴
重
な
も

の
で
す
。
教
育
委
員
会
で
は
今
年
度

も
発
掘
調
査
を
継
続
実
施
中
で
す
が
、

約
二
千
平
方
財
の
予
定
地
か
ら
十
数

軒
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
お
も
わ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
発
掘
現
場
を

み
て
い
た
だ
く
機
会
を
計
画
し
ま
し

た
。
お
お
ぜ
い
お
い
で
く
だ
さ
い
。

・
と
き
　
八
月
二
十
日
（
水
）
午
後

　
　
　
二
時
半
～
三
時
半

・
と
こ
ろ
　
馬
場
上
遺
跡
発
掘
調
査

　
　
　
現
場
（
西
小
学
校
）



、
嶋
矯
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ゆ
δ
く
り
走
ろ
う
越
後
路
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
の
交
通
作
戦

こどもを

　事故から守ろ

休み時間を利用して、せっせと折づるをつくる十中生徒

日が多く、ま

、お祭りなどで

みがち一。
，、人の命の尊

、市民ぐるみ

な交通事故を

させようでは

ほせんか．∠1

お
も
た
を
で

・
気
私
さ

た折
づ
る
に

交
通
安
全
の
願
い
を

　
こ
め
て
．
…
・
．

　
市
交
通
安
全
対
策
会
議
（
会
長
春

日
市
長
）
で
は
、
八
月
中
に
各
地
域

に
交
通
指
導
所
を
設
置
し
、
市
内
の

中
、
高
校
生
が
交
通
安
全
の
願
い
を

込
め
て
つ
く
っ
た
赤
、
黄
、
青
の
折

づ
る
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
安
全

運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

きおつけよう・・…・

いつも通る道だけど

　
夏
の
期
間
は
、
例
年
、
暑
さ
に
よ

る
気
の
ゆ
る
み
や
夏
休
み
に
よ
る
解

放
感
か
ら
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
が

多
く
な
り
が
ち
で
す
。

　
交
通
事
故
は
人
災
で
す
か
ら
、
わ

た
し
た
ち
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
注
意

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
市
交
通
安
全
対
策
会
議
は
、
一
年

中
で
最
も
事
故
の
多
発
す
る
八
月
に

向
け
て
、
街
頭
指
導
、
夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
、
交
通
安
全
指
導
所
の
設
置
、

　
　
　
　
　
　
　
　
が
イ

夏
休
み
中
の
こ
ど
も
、
母
親
ぐ
る
み

の
交
通
安
全
教
室
、
屋
外
映
写
会
の

開
催
、
交
通
安
全
施
設
の
点
検
と
増

設
等
を
進
め
ま
す
。

安
全
運
転
の
心
得

　
■
暑
い
と
き
は
、
過
労
運
転
を
避

け
、
疲
れ
を
感
じ
た
ら
休
む
。

　
■
ス
ピ
：
ド
の
出
し
す
ぎ
、
む
り

な
追
い
越
し
を
し
な
い
。

　
■
死
亡
事
故
の
ト
ッ
プ
、
酒
酔
い

運
転
を
や
め
よ
う
。

．

8鞠
噸
メ

　
交
通
事
故
ゼ

ロ
の
願
い
も
む

な
し
く
事
故
は

な
か
な
か
減
り

ま
せ
ん
。
恐
ろ

し
い
交
通
事
故

は
起
こ
し
た
く

な
い
も
の
ー
。

轡
へ
の
願
い

　
　
運
転
者
に
お
願
い

　
　
「
幼
児
は
、
ふ
い
な
と
び
出
し
」
を
す
…

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
正
し
い
運
転
皿

　
だ
け
で
な
く
、
幼
児
を
守
っ
て
や
ろ
㎜

　
う
と
い
う
愛
情
が
欲
し
い
と
思
い
ま
㎜

　
す
。
　
　
　
　
　
（
中
条
・
主
婦
）

　
　
家
庭
で
の
監
護
が
大
切

　
　
横
断
歩
道
で
な
い
所
で
の
横
断
や
㎜

　
と
ぴ
出
し
な
ど
、
特
に
老
人
や
、
こ
ど
…

　
も
が
多
い
で
す
ね
。
運
転
者
も
注
意
…

　一

し
て
い
ま
す
が
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
…

…
こ
ま
、
家
庭
で
盤
護
が
吉
必
墨

　
一
だ
と
思
い
ま
す
。
（
河
内
町
・
運
転
者
）
一

交
通
三
悪
は

　
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
災
害
共

　
　
　
　
　
　
　
　
済
に
加
入
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
ょ
う

し
か
し
、
い
つ
自
分
に
ふ
り
か
か
る

か
し
れ
ま
せ
ん
。
万
一
交
通
事
故
に
あ

っ
た
と
き
一
日
一
円
の
安
い
掛
金
で

お
互
い
に
助
け
あ
っ
て
見
舞
金
を
支

給
す
る
制
度
、
交
通
災
害
制
度
が
あ

り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
市
役
所
環
境

課
交
通
安
全
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　昭和49年度交通事故状況を
まとめてみると、総件数141件

で前年にくらべて22。5％（41

件）減少した。しかし死者は前

年にくらべて2人増えている。

　事故発生者の年代は、ほと
んど20代の若い層に集中して
いる。

　普通乗用車運転中の事故が
多いが、特に自転車による事
故及ぴ原付一種運転中の事故
が増えている。

　車がわによる発生原因は、
表のとおり、わき児、安全不確

認等、見おとしによるものが
圧倒的に多く、飲酒運転防止
運動にもかかわらず、酒によ
る事故が12件もある・また、人

がわによる事故としては、こ
ども、老人の自転車運転中の
右折不適当と、道路横断中に
多く、また、こどものとび出し

等となっている。

車がわによる原因別発生状況

　　　　＿　　（49年霞）

安全不確認1

　わき見

28　ノ

酒よしl

　I2／

折
当
応

左
適

急
不
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足
す
る
水
資
源

将
来
は
清
津
川
ダ
ム
に
依
存

7）

κ

　
酷
暑
で
水
道
の
使
用
量
は
ウ
ナ
ギ

昇
り
に
上
昇
し
、
一
日
一
万
五
千
ノ

に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
水

資
源
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
ド
ラ
ム
缶
で
実

に
一
日
八
万
三
千
本
消
費
し
て
い
る

わ
け
で
す
。
そ
れ
で
は
市
内
で
一
年

間
ど
の
位
水
を
使
っ
て
い
る
か
考
え

て
み
る
と
、
お
よ
そ
一
億
二
千
五
百

万
ノ
と
い
う
大
き
な
量
で
す
。
　
（
一

日
平
均
三
十
四
万
ノ
）
こ
れ
は
浅
河

原
貯
水
池
の
百
四
十
七
杯
分
に
あ
た

り
ま
す
。

用
水
を
生
・
工
・
農
・
雪

の
四
種
類
に
区
分

　
水
は
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
か
。
生

活
用
水
・
工
業
用
水
・
農
業
用
水
・

流
消
雪
用
水
の
四
種
類
に
用
水
区
分

慶紬樵

し
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
生
活
用
水
・
一
日
平
均
二
万
一
千

ノ
。
う
ち
上
水
道
が
四
十
五
％
。

　
工
業
用
水
・
一
日
平
均
一
万
一
千

ノ
。
う
ち
地
下
水
利
用
が
九
十
四
％
。

　
農
業
用
水
・
百
十
八
日
利
用
で
一

日
平
均
八
十
二
万
ノ
。
全
量
水
田
用

水
。

　
流
消
雪
用
水
・
九
十
日
利
用
で
一

日
平
均
十
八
万
ノ
。
流
雪
溝
3
”
消

雪
パ
イ
プ
7
の
水
量
割
合
。

六
十
年
の
水
需
要
量
は

　
二
・
二
倍
増
加

　
つ
ぎ
に
目
標
を
六
十
年
に
お
い
た

場
合
の
水
需
要
は
ど
う
変
る
で
し
ょ

う
か
。
総
需
要
量
は
二
億
七
千
万
ノ

と
現
在
の
約
二
・
二
倍
に
増
加
す
る

と
想
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
水

を
確
保
し
て
お
か
な
い
と
、
市
民
の

豊
か
な
生
活
、
産
業
の
順
調
な
発
展

が
図
ら
れ
な
い
と
い
う
見
通
し
で
す
。

不
足
水
量
九
千
六
百
万

ノ
は
清
津
川
ダ
ム
依
存

　
将
来
の
需
要
想
定
で
は
、
新
た
に

開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
水
量
は

一
億
四
千
六
百
万
ノ
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
河
川
依
存
で
確
保
で
き

る
量
が
十
四
％
の
二
千
九
十
万
ノ
。

地
下
水
依
存
で
確
保
で
き
る
量
が
二

十
％
の
二
千
九
百
五
十
万
ノ
。
あ
と

の
六
十
六
％
、
九
千
六
百
余
万
ノ
は

市
内
に
は
水
源
が
あ
り
ま
せ
ん
。
将

来
の
水
は
大
丈
夫
　
と
い
え
る
よ
う

開発必要水量は
　　1億4，600万トン

　
用
水
別
の
需
要
動
向
を
み
る
と
、
生
活
用
水
は
上
水
道
を
大
幅
拡
張
し

給
水
率
九
十
五
覆
、
給
水
人
口
を
六
万
五
千
人
に
す
る
と
、
生
活
水
準
の

向
上
で
一
日
平
均
五
万
ノ
必
要
と
想
定
。
ま
た
、
工
業
用
水
に
つ
い
て
は

大
部
分
を
織
物
関
連
用
水
が
占
め
る
と
見
通
し
、
工
業
種
別
毎
に
原
単
位

法
で
推
計
。
地
下
水
を
現
汲
上
げ
量
の
七
割
止
ま
り
と
内
輪
見
積
り
し
て

も
、
一
日
平
均
七
万
ノ
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
農
業
用
水
は
、
苗
場

山
ろ
く
農
業
開
発
や
各
地
の
ほ
場
整
備
等
に
よ
り
、
一
日
平
均
百
十
万
ノ

余
が
必
要
と
想
定
さ
れ
、
流
消
雪
用
水
は
、
お
も
に
、
消
雪
バ
イ
プ
の
用

水
確
保
を
中
心
と
し
た
う
え
で
、
積
雪
深
二
・
五
M
の
場
合
で
も
、
最
少

限
度
の
経
済
活
動
を
可
能
と
す
る
交
通
確
保
の
条
件
設
定
で
推
計
す
る
と

冬
の
九
十
日
問
、
一
日
平
均
百
十
五
万
ノ
必
要
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
将
来
の
需
要
想
定
で
は
、
新
た
に
開
発
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
水
量
は
、
一
億
四
千
六
百
万
ノ
と
な
り
ま
す
。
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に
調
達
す
る
に
は
清
津
川
ダ
ム
依
存

以
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
市
政
の
重
点
に
清
津
川
ダ
ム
建

設
促
進
を
と
り
あ
げ
、
促
進
運
動
を

続
け
て
い
る
わ
け
で
す
。

清
津
川
ダ
ム
対
策
連
絡

協
議
会
（
会
長
は
春
日
市
長
）

を
発
足

　
水
没
予
定
地
域
住
民
の
生
活
再
建

計
画
そ
の
他
の
調
査
研
究
を
目
的
と

し
て
、
六
月
、
湯
沢
町
、
津
南
町
、

中
里
村
、
川
西
町
、
十
日
町
市
の
市

町
村
長
、
議
会
代
表
を
も
っ
て
清
津

川
ダ
ム
対
策
連
絡
協
議
会
を
結
成
。

会
長
に
春
日
市
長
、
副
会
長
に
高
橋

湯
沢
、
村
山
津
南
両
町
長
を
互
選
し
、

事
務
局
を
苗
場
山
ろ
く
開
発
室
に
置

い
て
、
水
没
と
い
う
重
圧
に
悩
む
三

俣
地
区
民
の
大
き
な
期
待
と
注
目
の

う
ち
に
発
足
し
ま
し
た
。

水
資
源
の
地
下
水
全
面

依
存
は
危
険

　
当
市
の
水
源
は
、
農
業
用
水
を
除

い
た
ほ
か
は
ほ
と
ん
ど
地
下
水
全
面

依
存
の
状
態
が
現
状
。
最
近
の
水
位

低
下
、
地
下
水
干
渉
や
調
査
結
果
か

ら
汲
み
上
げ
限
界
だ
と
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
か
ら
長
期

的
視
野
で
の
地
表
水
転
換
対
策
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
は
得
が
た
い
貴
重
品

　
市
の
水
道
使
用
料
金
は
了
ノ
当
り

三
十
五
円
。
ド
ラ
ム
缶
一
本
分
が
六

円
三
十
銭
。
ま
た
工
業
用
水
は
全
国

統
計
で
試
算
す
る
と
ド
ラ
ム
缶
一
本

分
が
一
円
八
十
銭
。
こ
の
よ
う
に
水

の
値
段
が
格
安
な
の
で
と
か
く
節
水

も
忘
れ
が
ち
。
水
は
代
替
の
き
か
な

い
貴
重
品
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら

は
高
く
つ
く
も
の
か
つ
容
易
に
入
手

で
き
な
い
貴
重
品
。
今
か
ら
手
お
く

れ
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
み
ん
な
の
協
力

で
清
津
川
ダ
ム
の
促
進
を
図
ろ
う
。

水
資
源
の
確
保
を

㎜
●
・
・
罐

　
　
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
ま
ず
水
を
一

…
征
服
す
る
こ
と
が
第
一
条
件
。
我
々

…
も
こ
の
恵
ま
れ
た
水
資
源
を
、
な
ん

皿
と
し
て
も
確
保
し
な
け
れ
ば
、
子
孫
…

［
ゆ
磯
ぽ
に
晦
串
潅
臓
逆
に
匙
淀
陰
飛
」



、
嶋
矯

（第3種郵便物認可）曜和50年8陽10日

ゆ
δ
く
り
走
ろ
う
越
後
路
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
の
交
通
作
戦

こどもを

　事故から守ろ

休み時間を利用して、せっせと折づるをつくる十中生徒

日が多く、ま

、お祭りなどで

みがち一。
，、人の命の尊

、市民ぐるみ

な交通事故を

させようでは

ほせんか．∠1

お
も
た
を
で

・
気
私
さ

た折
づ
る
に

交
通
安
全
の
願
い
を

　
こ
め
て
．
…
・
．

　
市
交
通
安
全
対
策
会
議
（
会
長
春

日
市
長
）
で
は
、
八
月
中
に
各
地
域

に
交
通
指
導
所
を
設
置
し
、
市
内
の

中
、
高
校
生
が
交
通
安
全
の
願
い
を

込
め
て
つ
く
っ
た
赤
、
黄
、
青
の
折

づ
る
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
安
全

運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

きおつけよう・・…・

いつも通る道だけど

　
夏
の
期
間
は
、
例
年
、
暑
さ
に
よ

る
気
の
ゆ
る
み
や
夏
休
み
に
よ
る
解

放
感
か
ら
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
が

多
く
な
り
が
ち
で
す
。

　
交
通
事
故
は
人
災
で
す
か
ら
、
わ

た
し
た
ち
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
注
意

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
市
交
通
安
全
対
策
会
議
は
、
一
年

中
で
最
も
事
故
の
多
発
す
る
八
月
に

向
け
て
、
街
頭
指
導
、
夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
、
交
通
安
全
指
導
所
の
設
置
、

　
　
　
　
　
　
　
　
が
イ

夏
休
み
中
の
こ
ど
も
、
母
親
ぐ
る
み

の
交
通
安
全
教
室
、
屋
外
映
写
会
の

開
催
、
交
通
安
全
施
設
の
点
検
と
増

設
等
を
進
め
ま
す
。

安
全
運
転
の
心
得

　
■
暑
い
と
き
は
、
過
労
運
転
を
避

け
、
疲
れ
を
感
じ
た
ら
休
む
。

　
■
ス
ピ
：
ド
の
出
し
す
ぎ
、
む
り

な
追
い
越
し
を
し
な
い
。

　
■
死
亡
事
故
の
ト
ッ
プ
、
酒
酔
い

運
転
を
や
め
よ
う
。

．

8鞠
噸
メ

　
交
通
事
故
ゼ

ロ
の
願
い
も
む

な
し
く
事
故
は

な
か
な
か
減
り

ま
せ
ん
。
恐
ろ

し
い
交
通
事
故

は
起
こ
し
た
く

な
い
も
の
ー
。

轡
へ
の
願
い

　
　
運
転
者
に
お
願
い

　
　
「
幼
児
は
、
ふ
い
な
と
び
出
し
」
を
す
…

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
正
し
い
運
転
皿

　
だ
け
で
な
く
、
幼
児
を
守
っ
て
や
ろ
㎜

　
う
と
い
う
愛
情
が
欲
し
い
と
思
い
ま
㎜

　
す
。
　
　
　
　
　
（
中
条
・
主
婦
）

　
　
家
庭
で
の
監
護
が
大
切

　
　
横
断
歩
道
で
な
い
所
で
の
横
断
や
㎜

　
と
ぴ
出
し
な
ど
、
特
に
老
人
や
、
こ
ど
…

　
も
が
多
い
で
す
ね
。
運
転
者
も
注
意
…

　一

し
て
い
ま
す
が
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
…

…
こ
ま
、
家
庭
で
盤
護
が
吉
必
墨

　
一
だ
と
思
い
ま
す
。
（
河
内
町
・
運
転
者
）
一

交
通
三
悪
は

　
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
災
害
共

　
　
　
　
　
　
　
　
済
に
加
入
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
ょ
う

し
か
し
、
い
つ
自
分
に
ふ
り
か
か
る

か
し
れ
ま
せ
ん
。
万
一
交
通
事
故
に
あ

っ
た
と
き
一
日
一
円
の
安
い
掛
金
で

お
互
い
に
助
け
あ
っ
て
見
舞
金
を
支

給
す
る
制
度
、
交
通
災
害
制
度
が
あ

り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
市
役
所
環
境

課
交
通
安
全
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　昭和49年度交通事故状況を
まとめてみると、総件数141件

で前年にくらべて22。5％（41

件）減少した。しかし死者は前

年にくらべて2人増えている。

　事故発生者の年代は、ほと
んど20代の若い層に集中して
いる。

　普通乗用車運転中の事故が
多いが、特に自転車による事
故及ぴ原付一種運転中の事故
が増えている。

　車がわによる発生原因は、
表のとおり、わき児、安全不確

認等、見おとしによるものが
圧倒的に多く、飲酒運転防止
運動にもかかわらず、酒によ
る事故が12件もある・また、人

がわによる事故としては、こ
ども、老人の自転車運転中の
右折不適当と、道路横断中に
多く、また、こどものとび出し

等となっている。

車がわによる原因別発生状況

　　　　＿　　（49年霞）

安全不確認1

　わき見

28　ノ

酒よしl

　I2／

折
当
応

左
適

急
不

（第3種郵便物認可）紹和50年8月10日

とお∬93

－
や

協
　
曽
ン

生’鵠鼠

裂
ゆ
き

楯
埠
仙

4蔑

　　　　　　＾　　　　　園遵」7零腺
　　　　　●　　●

／裂

　　　　　　　粟
　　　　　　　京

　↑清津川多目的ダム略図
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足
す
る
水
資
源

将
来
は
清
津
川
ダ
ム
に
依
存

7）

κ

　
酷
暑
で
水
道
の
使
用
量
は
ウ
ナ
ギ

昇
り
に
上
昇
し
、
一
日
一
万
五
千
ノ

に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
水

資
源
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
ド
ラ
ム
缶
で
実

に
一
日
八
万
三
千
本
消
費
し
て
い
る

わ
け
で
す
。
そ
れ
で
は
市
内
で
一
年

間
ど
の
位
水
を
使
っ
て
い
る
か
考
え

て
み
る
と
、
お
よ
そ
一
億
二
千
五
百

万
ノ
と
い
う
大
き
な
量
で
す
。
　
（
一

日
平
均
三
十
四
万
ノ
）
こ
れ
は
浅
河

原
貯
水
池
の
百
四
十
七
杯
分
に
あ
た

り
ま
す
。

用
水
を
生
・
工
・
農
・
雪

の
四
種
類
に
区
分

　
水
は
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
か
。
生

活
用
水
・
工
業
用
水
・
農
業
用
水
・

流
消
雪
用
水
の
四
種
類
に
用
水
区
分

慶紬樵

し
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
生
活
用
水
・
一
日
平
均
二
万
一
千

ノ
。
う
ち
上
水
道
が
四
十
五
％
。

　
工
業
用
水
・
一
日
平
均
一
万
一
千

ノ
。
う
ち
地
下
水
利
用
が
九
十
四
％
。

　
農
業
用
水
・
百
十
八
日
利
用
で
一

日
平
均
八
十
二
万
ノ
。
全
量
水
田
用

水
。

　
流
消
雪
用
水
・
九
十
日
利
用
で
一

日
平
均
十
八
万
ノ
。
流
雪
溝
3
”
消

雪
パ
イ
プ
7
の
水
量
割
合
。

六
十
年
の
水
需
要
量
は

　
二
・
二
倍
増
加

　
つ
ぎ
に
目
標
を
六
十
年
に
お
い
た

場
合
の
水
需
要
は
ど
う
変
る
で
し
ょ

う
か
。
総
需
要
量
は
二
億
七
千
万
ノ

と
現
在
の
約
二
・
二
倍
に
増
加
す
る

と
想
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
水

を
確
保
し
て
お
か
な
い
と
、
市
民
の

豊
か
な
生
活
、
産
業
の
順
調
な
発
展

が
図
ら
れ
な
い
と
い
う
見
通
し
で
す
。

不
足
水
量
九
千
六
百
万

ノ
は
清
津
川
ダ
ム
依
存

　
将
来
の
需
要
想
定
で
は
、
新
た
に

開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
水
量
は

一
億
四
千
六
百
万
ノ
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
河
川
依
存
で
確
保
で
き

る
量
が
十
四
％
の
二
千
九
十
万
ノ
。

地
下
水
依
存
で
確
保
で
き
る
量
が
二

十
％
の
二
千
九
百
五
十
万
ノ
。
あ
と

の
六
十
六
％
、
九
千
六
百
余
万
ノ
は

市
内
に
は
水
源
が
あ
り
ま
せ
ん
。
将

来
の
水
は
大
丈
夫
　
と
い
え
る
よ
う

開発必要水量は
　　1億4，600万トン

　
用
水
別
の
需
要
動
向
を
み
る
と
、
生
活
用
水
は
上
水
道
を
大
幅
拡
張
し

給
水
率
九
十
五
覆
、
給
水
人
口
を
六
万
五
千
人
に
す
る
と
、
生
活
水
準
の

向
上
で
一
日
平
均
五
万
ノ
必
要
と
想
定
。
ま
た
、
工
業
用
水
に
つ
い
て
は

大
部
分
を
織
物
関
連
用
水
が
占
め
る
と
見
通
し
、
工
業
種
別
毎
に
原
単
位

法
で
推
計
。
地
下
水
を
現
汲
上
げ
量
の
七
割
止
ま
り
と
内
輪
見
積
り
し
て

も
、
一
日
平
均
七
万
ノ
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
農
業
用
水
は
、
苗
場

山
ろ
く
農
業
開
発
や
各
地
の
ほ
場
整
備
等
に
よ
り
、
一
日
平
均
百
十
万
ノ

余
が
必
要
と
想
定
さ
れ
、
流
消
雪
用
水
は
、
お
も
に
、
消
雪
バ
イ
プ
の
用

水
確
保
を
中
心
と
し
た
う
え
で
、
積
雪
深
二
・
五
M
の
場
合
で
も
、
最
少

限
度
の
経
済
活
動
を
可
能
と
す
る
交
通
確
保
の
条
件
設
定
で
推
計
す
る
と

冬
の
九
十
日
問
、
一
日
平
均
百
十
五
万
ノ
必
要
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
将
来
の
需
要
想
定
で
は
、
新
た
に
開
発
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
水
量
は
、
一
億
四
千
六
百
万
ノ
と
な
り
ま
す
。
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に
調
達
す
る
に
は
清
津
川
ダ
ム
依
存

以
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
市
政
の
重
点
に
清
津
川
ダ
ム
建

設
促
進
を
と
り
あ
げ
、
促
進
運
動
を

続
け
て
い
る
わ
け
で
す
。

清
津
川
ダ
ム
対
策
連
絡

協
議
会
（
会
長
は
春
日
市
長
）

を
発
足

　
水
没
予
定
地
域
住
民
の
生
活
再
建

計
画
そ
の
他
の
調
査
研
究
を
目
的
と

し
て
、
六
月
、
湯
沢
町
、
津
南
町
、

中
里
村
、
川
西
町
、
十
日
町
市
の
市

町
村
長
、
議
会
代
表
を
も
っ
て
清
津

川
ダ
ム
対
策
連
絡
協
議
会
を
結
成
。

会
長
に
春
日
市
長
、
副
会
長
に
高
橋

湯
沢
、
村
山
津
南
両
町
長
を
互
選
し
、

事
務
局
を
苗
場
山
ろ
く
開
発
室
に
置

い
て
、
水
没
と
い
う
重
圧
に
悩
む
三

俣
地
区
民
の
大
き
な
期
待
と
注
目
の

う
ち
に
発
足
し
ま
し
た
。

水
資
源
の
地
下
水
全
面

依
存
は
危
険

　
当
市
の
水
源
は
、
農
業
用
水
を
除

い
た
ほ
か
は
ほ
と
ん
ど
地
下
水
全
面

依
存
の
状
態
が
現
状
。
最
近
の
水
位

低
下
、
地
下
水
干
渉
や
調
査
結
果
か

ら
汲
み
上
げ
限
界
だ
と
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
か
ら
長
期

的
視
野
で
の
地
表
水
転
換
対
策
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
は
得
が
た
い
貴
重
品

　
市
の
水
道
使
用
料
金
は
了
ノ
当
り

三
十
五
円
。
ド
ラ
ム
缶
一
本
分
が
六

円
三
十
銭
。
ま
た
工
業
用
水
は
全
国

統
計
で
試
算
す
る
と
ド
ラ
ム
缶
一
本

分
が
一
円
八
十
銭
。
こ
の
よ
う
に
水

の
値
段
が
格
安
な
の
で
と
か
く
節
水

も
忘
れ
が
ち
。
水
は
代
替
の
き
か
な

い
貴
重
品
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら

は
高
く
つ
く
も
の
か
つ
容
易
に
入
手

で
き
な
い
貴
重
品
。
今
か
ら
手
お
く

れ
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
み
ん
な
の
協
力

で
清
津
川
ダ
ム
の
促
進
を
図
ろ
う
。

水
資
源
の
確
保
を

㎜
●
・
・
罐

　
　
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
ま
ず
水
を
一

…
征
服
す
る
こ
と
が
第
一
条
件
。
我
々

…
も
こ
の
恵
ま
れ
た
水
資
源
を
、
な
ん

皿
と
し
て
も
確
保
し
な
け
れ
ば
、
子
孫
…

［
ゆ
磯
ぽ
に
晦
串
潅
臓
逆
に
匙
淀
陰
飛
」
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わたしたちの生活に欠くことのできない

水道水は、日夜休みなくみなさんの家庭に

送られています。

モニターの斉木宏司さんは、水道の施設を見学し

てから「毎日なにげなく使っている水も限りがあ

る…、大切に使わねば」と語ってくれました。

　
水
道
事
業
の
運
営
は
、
水
を
家
庭

に
送
り
、
こ
の
使
用
料
金
で
ま
か
な

う
こ
と
が
た
て
ま
え
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

水
の
需
要
は
年
々
増
加
し
、
み
な

さ
ん
の
家
庭
に
円
滑
に
水
を
送
る
た

め
に
は
、
施
設
の
改
良
や
新
規
事
業

を
施
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
道

　
こ
の
事
業
費
は
多
額
の
資
金
を
必

要
と
す
る
た
め
、
国
か
ら
こ
の
資
金

を
借
り
受
け
て
事
業
費
に
当
て
ま
す
。

水
道
事
業
で
は
現
在
こ
の
借
入
総
額

が
三
億
五
千
万
円
に
昇
り
、
年
間
元

利
償
還
額
は
三
千
五
百
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
又
、
水
を
送
る
た
め
使

用
さ
れ
る
電
気
料
金
は
大
幅
値
上
げ

と
な
り
、
諸
物
価
の
上
昇
と
あ
わ
せ

て
費
用
は
増
大
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
反
し
て
収
益
の
上
昇
は
少

な
く
運
営
は
増
々
苦
し
い
現
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
達
の
生

活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水
の
需

要
に
は
十
分
対
処
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
費
用

水
道
の
普

た
だ
い
ま

　
十
日
町
市

四
月
一
日
現

十
二
人
で
す
。

　
昨
年
、
江
道
猿
倉
地
区
と
新

水
地
区
の
二
か
所
に
簡
易
水
道

を
設
け
、
給
水
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
上
水
道
施
設
と

簡
易
水
道
施
設
を
あ
わ
せ
る
と

本
市
の
給
水
人
口
は
、
四
万
二

千
三
百
五
十
九
人
と
な
り
、
普

及
率
は
八
十
四
・
二
％
と
な
り

ま
し
た
。

の
節
減
に
努
め
て
行
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
水
道
に
関
す
る

公
開
質
問
状

　
こ
の
ほ
ど
、
社
会
科
の
勉
強
と
し

て
、
十
日
町
小
学
校
三
年
の
生
徒
が

市
の
水
道
に
関
し
て
質
問
状
を
寄
せ

て
き
ま
し
た
。

　
問
い

　
「
ど
こ
の
水
を
飲
ん
で
い
る
か
」

　
答
え

　
十
日
町
市
の
水
道
の
水
は
、
全
部

井
戸
水
を
使
っ
て
お
り
、
上
水
道
と

下
条
の
簡
易
水
道
は
、
信
濃
川
の
近

く
に
浅
井
戸
を
掘
っ
て
水
を
く
み
あ

げ
て
い
ま
す
。
他
の
簡
易
水
道
は
深

井
戸
や
横
井
戸
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
間
い

　
「
市
の
人
た
ち
全
員
が
同
じ
水
を

飲
ん
で
い
る
の
か
」

　
答
え

　
地
域
に
よ
っ
て
異
っ
た
井
戸
水
を

飲
ん
で
い
る
わ
け
で
す
が
、
水
質
は

ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。

　
間
も

　
「
安
心
し
て
飲
め
な
い
水
を
使
っ

て
い
る
所
は
な
い
か
」

　
答
え

　
安
心
で
き
な
い
水
道
水
は
、
一
っ

も
な
く
、
毎
月
一
回
は
水
の
検
査
を

し
て
い
ま
す
。

　
間
い

　
「
現
在
水
は
不
足
し
て
い
な
い
か
」

　
答
え

　
年
間
通
し
て
は
不
足
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
夏
の
水
浴
び
や
冬
の
雪
消
し

に
多
く
使
う
と
不
足
す
る
心
配
が
あ

り
ま
す
。
使
用
す
る
水
の
量
は
、
毎

年
増
え
て
お
り
、
二
、
三
年
後
に
は

水
が
不
足
す
る
心
配
が
あ
り
ま
す
の

で
、
今
年
は
信
濃
川
の
近
く
に
、
も

う
一
つ
井
戸
を
掘
る
た
め
に
調
査
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
で
一
年
間
に
使
用
す

る
水
の
量
は
、
上
水
道
区
域
で
約
四

百
三
十
万
立
方
耕
、
簡
易
水
道
区
域

で
約
百
七
十
万
立
方
財
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（第3種郵便物認可）昭和50年8月10日とお」『伊3価1）

　ミ青年団組織が弱体化するにつけ、青少年どうしの
連帯感が薄らいできたミという声を耳にする・……・。

　青少年連絡協議会の若いしょは、このほど市民会館に集まり、市
　内の全青少年を対象の運動会・銘打って「若いしょの大運勘会」を
　9月7日⑪十日町小学校グラウンドで開きます。どなたでも参加で
　きますが、特に大ぜいの若者の参加を期待されています。

若
者
よ
友
情
の
輪
を

　
　
　
　
　
　
広
げ
よ
・
つ

一
と
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
9
月
習
⑪
午
前
9
時
～
㎜

…
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
　
　
十
日
町
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
…

門
ー
撞
庚
吻
藩
準
旧
灯
沙
耀
随
酢
鷹
憩
」

　
去
る
七
月
二
十
五
日
、
市
民
会
館

で
行
な
わ
れ
た
“
若
い
し
ょ
の
大
運

動
会
”
実
行
委
員
会
か
ら
ひ
ろ
っ
て

み
ま
し
た
。

　
司
会

　
若
い
し
ょ
の
大
運
動
会
の
発
想
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
榔
　
信

　
　
　
　
　
　
　
識
セ

　
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
十
日
町
。

赤
ト
ン
ボ
の
飛
び
か
う
青
空
の
下
で
、

市
内
の
全
青
少
年
が
一
堂
に
集
ま
り

伸
び
の
び
と
一
日
を
過
ご
す
機
会
を

自
分
ら
の
手
で
つ
く
ろ
う
で
は
な
い

か
i
。
こ
ん
な
話
が
、
雪
ま
つ
り
の

「
ふ
る
さ
と
広
場
」
製
作
の
若
者
達

か
ら
自
然
に
出
て
き
た
わ
け
で
す
。

　
率
直
に
い
っ
て
、
　
「
ふ
る
さ
と
広

場
」
づ
く
り
の
副
産
物
と
し
て
生
ま

れ
た
と
い
っ
て
も
い
い
で
す
ね
。

　
若
い
し
ょ
の
大
運
動
会

　
　
実
行
委
員
会

＊
小
宮
山
信
雄
小
林
実

者
太
田
こ
ず
い
遠
田
力

席
村
山
摩
里
子
山
田
真
一

出
嬉
麟
啓
機
鶴
糎
辞
的

＊
　
　
　
司
会
俵
山
忠
雄

　
司
会

　
運
動
会
の
目
的
と
い
う
か
意
義
等

は
ど
ん
な
ふ
う
に
位
置
づ
け
て
い
ま

す
か
。

ヒ真一

　
一
、
十
日
町
市
の
青
少
年
活
動
は

活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
市
内

の
青
少
年
の
交
流
は
少
な
い
。

　
二
、
若
者
達
が
一
堂
に
集
ま
り
、

そ
れ
ぞ
れ
特
技
を
出
し
合
っ
た
と
き

す
ば
ら
し
い
も
の
が
で
き
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
は
雪
ま
つ
り
の
メ
ー
ン

と
な
っ
た
ふ
る
さ
と
広
場
で
実
証
さ

れ
て
い
る
。

　
三
、
顔
見
知
り
が
多
く
な
り
、
ま

ち
で
あ
い
さ
つ
な
ど
連
帯
感
が
で
き
、

友
情
の
輪
が
広
が
る
。
さ
ら
に
郷
土

の
発
展
に
協
力
の
輪
を
広
げ
よ
う
。

　
こ
ん
な
目
的
で
、
市
内
の
あ
ら
ゆ

る
団
体
や
個
人
に
呼
び
か
け
、
各
地

域
の
青
年
が
一
緒
に
一
日
を
楽
し
む

こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
司
会

　
ど
ん
な
種
目
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

　
里セ

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
種
目
を
主
体

に
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば

昨
年
は
、
「
男
性
操
縦
法
」
「
盲
、
蛇

主
な
る
参
加
団
体

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
団
体
）

十
日
町
青
年
会
議
所
、
青
少
年
連
絡

　
の

協
議
会
、
枯
木
又
青
年
学
級
、
飛
行

船
、
市
職
労
青
年
部
、
東
部
自
衛
団
、

十
日
町
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ
、
中
条
希
望

サ
ー
ク
ル
、
十
日
町
口
ー
タ
ー
ア
ク

ト
ク
ラ
ブ
、
服
装
学
院
、
宮
下
青
年

団
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
十
日
町
グ
ル

ー
プ
、
青
少
年
ホ
ー
ム
、
立
正
佼
正

会
青
年
部
、
十
日
町
青
年
学
級
青
友

会
、
中
条
病
院
青
年
部
、
市
農
協
青

年
部
ほ
か
。

に
お
じ
ず
」
　
「
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
」

「
両
手
に
花
」
　
「
ま
た
股
ガ
ン
バ
ロ

ー
」
　
「
バ
ッ
ク
オ
ー
ラ
イ
」
　
「
女
の

意
地
」
　
「
騎
馬
戦
」
　
「
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
」
　
「
食
糧
危
機
」
な
ど
多
種
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ご

み
は
各
自
が
持
ち
帰
り
、
終
わ
っ
た

あ
と
の
清
掃
は
徹
底
し
ま
す
。

　
司
会

　
ふ
る
さ
と
広
場
の
話
が
で
て
き
ま

し
た
が
、
暑
い
季
節
に
冬
の
話
を
一

一
言
：
・
…
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
毎
年
二
月
の
第
二
土
、
日
曜
日
に

開
か
れ
る
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
は
、

今
で
は
、
新
潟
県
を
代
表
す
る
冬
の

ま
つ
り
と
し
て
全
国
的
に
有
名
で
あ

る
。
そ
の
メ
ー
ン
の
ひ
と
つ
に
「
ふ

る
さ
と
広
場
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
十
日
町
の
青
少
年
三
十
数
団
体

が
、
そ
の
力
を
結
集
し
、
十
日
町
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
雪
像
を
き
ざ
み

種
々
の
行
事
を
展
開
。
ふ
る
さ
と
広

場
は
大
ぜ
い
の
お
客
様
を
迎
え
大
成

功
で
し
た
。
特
に
、
若
い
力
の
結
集

で
祭
り
が
盛
り
あ
が
り
、
若
い
力
の

輪
が
で
き
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
広
場
の
催
し
も
の
と
し

て
は
、
大
焚
火
点
火
、
お
み
こ
し
御

渡
り
、
鳥
追
い
　
ほ
ん
や
ら
ど
う

餅
つ
き
、
俵
み
こ
し
、
民
謡
、
飛
び
出

す
き
も
の
シ
ョ
ー
、
雪
上
大
運
動
会
、

豆
ま
き
、
サ
ン
ヨ
　
ち
び
っ
子
大
ず

も
う
な
ど
多
催
な
行
事
で
に
ぎ
わ
っ

た
わ
け
で
す
。

広
場
づ
く
り
は
若
者
の

手
で

　
ふ
る
さ
と
広
場
は
、
市

内
の
三
十
数
団
体
三
百

八
十
人
と
い
う
若
者

力
延
十
日
間
に
わ

た
っ
て
製
作
し

ま
し
た
。

雪
芸

さ
製

ふ

　
若
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業

は
、
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
仕
事
が
終
わ

る
と
、
ス
コ
ッ
プ
を
か
つ
い
で
山
の

上
に
あ
る
会
場
へ
集
ま
り
、
夜
間
作

業
で
製
作
。

　
夜
九
時
に
な
る
と
、
食
事
班

の
活
躍
で
作
ら
れ
た
お
に

ぎ
り
と
ブ
タ
汁
で
夜

食
を
と
り
　
夜

十
時
頃
ま

で
作

業
。　

こ
の
よ
う
な
、
協
同
作
業
や
夜
食

を
一
緒
に
食
べ
る
な
ど
同
一
行
動
の

中
か
ら
多
く
の
仲
間
を
み
つ
け
参

加
す
る
こ
と
の
意
義
を
見
い
出
し
て

　
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
雪
消
え
に
は
、
会
場
の
後

か
た
づ
け
を
行
な
っ
た
。



帖
略
略
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わたしたちの生活に欠くことのできない

水道水は、日夜休みなくみなさんの家庭に

送られています。

モニターの斉木宏司さんは、水道の施設を見学し

てから「毎日なにげなく使っている水も限りがあ

る…、大切に使わねば」と語ってくれました。

　
水
道
事
業
の
運
営
は
、
水
を
家
庭

に
送
り
、
こ
の
使
用
料
金
で
ま
か
な

う
こ
と
が
た
て
ま
え
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

水
の
需
要
は
年
々
増
加
し
、
み
な

さ
ん
の
家
庭
に
円
滑
に
水
を
送
る
た

め
に
は
、
施
設
の
改
良
や
新
規
事
業

を
施
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
道

　
こ
の
事
業
費
は
多
額
の
資
金
を
必

要
と
す
る
た
め
、
国
か
ら
こ
の
資
金

を
借
り
受
け
て
事
業
費
に
当
て
ま
す
。

水
道
事
業
で
は
現
在
こ
の
借
入
総
額

が
三
億
五
千
万
円
に
昇
り
、
年
間
元

利
償
還
額
は
三
千
五
百
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
又
、
水
を
送
る
た
め
使

用
さ
れ
る
電
気
料
金
は
大
幅
値
上
げ

と
な
り
、
諸
物
価
の
上
昇
と
あ
わ
せ

て
費
用
は
増
大
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
反
し
て
収
益
の
上
昇
は
少

な
く
運
営
は
増
々
苦
し
い
現
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
達
の
生

活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水
の
需

要
に
は
十
分
対
処
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
費
用

水
道
の
普

た
だ
い
ま

　
十
日
町
市

四
月
一
日
現

十
二
人
で
す
。

　
昨
年
、
江
道
猿
倉
地
区
と
新

水
地
区
の
二
か
所
に
簡
易
水
道

を
設
け
、
給
水
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
上
水
道
施
設
と

簡
易
水
道
施
設
を
あ
わ
せ
る
と

本
市
の
給
水
人
口
は
、
四
万
二

千
三
百
五
十
九
人
と
な
り
、
普

及
率
は
八
十
四
・
二
％
と
な
り

ま
し
た
。

の
節
減
に
努
め
て
行
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
水
道
に
関
す
る

公
開
質
問
状

　
こ
の
ほ
ど
、
社
会
科
の
勉
強
と
し

て
、
十
日
町
小
学
校
三
年
の
生
徒
が

市
の
水
道
に
関
し
て
質
問
状
を
寄
せ

て
き
ま
し
た
。

　
問
い

　
「
ど
こ
の
水
を
飲
ん
で
い
る
か
」

　
答
え

　
十
日
町
市
の
水
道
の
水
は
、
全
部

井
戸
水
を
使
っ
て
お
り
、
上
水
道
と

下
条
の
簡
易
水
道
は
、
信
濃
川
の
近

く
に
浅
井
戸
を
掘
っ
て
水
を
く
み
あ

げ
て
い
ま
す
。
他
の
簡
易
水
道
は
深

井
戸
や
横
井
戸
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
間
い

　
「
市
の
人
た
ち
全
員
が
同
じ
水
を

飲
ん
で
い
る
の
か
」

　
答
え

　
地
域
に
よ
っ
て
異
っ
た
井
戸
水
を

飲
ん
で
い
る
わ
け
で
す
が
、
水
質
は

ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。

　
間
も

　
「
安
心
し
て
飲
め
な
い
水
を
使
っ

て
い
る
所
は
な
い
か
」

　
答
え

　
安
心
で
き
な
い
水
道
水
は
、
一
っ

も
な
く
、
毎
月
一
回
は
水
の
検
査
を

し
て
い
ま
す
。

　
間
い

　
「
現
在
水
は
不
足
し
て
い
な
い
か
」

　
答
え

　
年
間
通
し
て
は
不
足
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
夏
の
水
浴
び
や
冬
の
雪
消
し

に
多
く
使
う
と
不
足
す
る
心
配
が
あ

り
ま
す
。
使
用
す
る
水
の
量
は
、
毎

年
増
え
て
お
り
、
二
、
三
年
後
に
は

水
が
不
足
す
る
心
配
が
あ
り
ま
す
の

で
、
今
年
は
信
濃
川
の
近
く
に
、
も

う
一
つ
井
戸
を
掘
る
た
め
に
調
査
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
で
一
年
間
に
使
用
す

る
水
の
量
は
、
上
水
道
区
域
で
約
四

百
三
十
万
立
方
耕
、
簡
易
水
道
区
域

で
約
百
七
十
万
立
方
財
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（第3種郵便物認可）昭和50年8月10日とお」『伊3価1）

　ミ青年団組織が弱体化するにつけ、青少年どうしの
連帯感が薄らいできたミという声を耳にする・……・。

　青少年連絡協議会の若いしょは、このほど市民会館に集まり、市
　内の全青少年を対象の運動会・銘打って「若いしょの大運勘会」を
　9月7日⑪十日町小学校グラウンドで開きます。どなたでも参加で
　きますが、特に大ぜいの若者の参加を期待されています。

若
者
よ
友
情
の
輪
を

　
　
　
　
　
　
広
げ
よ
・
つ

一
と
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
9
月
習
⑪
午
前
9
時
～
㎜

…
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
　
　
十
日
町
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
…

門
ー
撞
庚
吻
藩
準
旧
灯
沙
耀
随
酢
鷹
憩
」

　
去
る
七
月
二
十
五
日
、
市
民
会
館

で
行
な
わ
れ
た
“
若
い
し
ょ
の
大
運

動
会
”
実
行
委
員
会
か
ら
ひ
ろ
っ
て

み
ま
し
た
。

　
司
会

　
若
い
し
ょ
の
大
運
動
会
の
発
想
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
榔
　
信

　
　
　
　
　
　
　
識
セ

　
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
十
日
町
。

赤
ト
ン
ボ
の
飛
び
か
う
青
空
の
下
で
、

市
内
の
全
青
少
年
が
一
堂
に
集
ま
り

伸
び
の
び
と
一
日
を
過
ご
す
機
会
を

自
分
ら
の
手
で
つ
く
ろ
う
で
は
な
い

か
i
。
こ
ん
な
話
が
、
雪
ま
つ
り
の

「
ふ
る
さ
と
広
場
」
製
作
の
若
者
達

か
ら
自
然
に
出
て
き
た
わ
け
で
す
。

　
率
直
に
い
っ
て
、
　
「
ふ
る
さ
と
広

場
」
づ
く
り
の
副
産
物
と
し
て
生
ま

れ
た
と
い
っ
て
も
い
い
で
す
ね
。

　
若
い
し
ょ
の
大
運
動
会

　
　
実
行
委
員
会

＊
小
宮
山
信
雄
小
林
実

者
太
田
こ
ず
い
遠
田
力

席
村
山
摩
里
子
山
田
真
一

出
嬉
麟
啓
機
鶴
糎
辞
的

＊
　
　
　
司
会
俵
山
忠
雄

　
司
会

　
運
動
会
の
目
的
と
い
う
か
意
義
等

は
ど
ん
な
ふ
う
に
位
置
づ
け
て
い
ま

す
か
。

ヒ真一

　
一
、
十
日
町
市
の
青
少
年
活
動
は

活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
市
内

の
青
少
年
の
交
流
は
少
な
い
。

　
二
、
若
者
達
が
一
堂
に
集
ま
り
、

そ
れ
ぞ
れ
特
技
を
出
し
合
っ
た
と
き

す
ば
ら
し
い
も
の
が
で
き
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
は
雪
ま
つ
り
の
メ
ー
ン

と
な
っ
た
ふ
る
さ
と
広
場
で
実
証
さ

れ
て
い
る
。

　
三
、
顔
見
知
り
が
多
く
な
り
、
ま

ち
で
あ
い
さ
つ
な
ど
連
帯
感
が
で
き
、

友
情
の
輪
が
広
が
る
。
さ
ら
に
郷
土

の
発
展
に
協
力
の
輪
を
広
げ
よ
う
。

　
こ
ん
な
目
的
で
、
市
内
の
あ
ら
ゆ

る
団
体
や
個
人
に
呼
び
か
け
、
各
地

域
の
青
年
が
一
緒
に
一
日
を
楽
し
む

こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
司
会

　
ど
ん
な
種
目
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

　
里セ

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
種
目
を
主
体

に
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば

昨
年
は
、
「
男
性
操
縦
法
」
「
盲
、
蛇

主
な
る
参
加
団
体

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
団
体
）

十
日
町
青
年
会
議
所
、
青
少
年
連
絡

　
の

協
議
会
、
枯
木
又
青
年
学
級
、
飛
行

船
、
市
職
労
青
年
部
、
東
部
自
衛
団
、

十
日
町
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ
、
中
条
希
望

サ
ー
ク
ル
、
十
日
町
口
ー
タ
ー
ア
ク

ト
ク
ラ
ブ
、
服
装
学
院
、
宮
下
青
年

団
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
十
日
町
グ
ル

ー
プ
、
青
少
年
ホ
ー
ム
、
立
正
佼
正

会
青
年
部
、
十
日
町
青
年
学
級
青
友

会
、
中
条
病
院
青
年
部
、
市
農
協
青

年
部
ほ
か
。

に
お
じ
ず
」
　
「
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
」

「
両
手
に
花
」
　
「
ま
た
股
ガ
ン
バ
ロ

ー
」
　
「
バ
ッ
ク
オ
ー
ラ
イ
」
　
「
女
の

意
地
」
　
「
騎
馬
戦
」
　
「
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
」
　
「
食
糧
危
機
」
な
ど
多
種
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ご

み
は
各
自
が
持
ち
帰
り
、
終
わ
っ
た

あ
と
の
清
掃
は
徹
底
し
ま
す
。

　
司
会

　
ふ
る
さ
と
広
場
の
話
が
で
て
き
ま

し
た
が
、
暑
い
季
節
に
冬
の
話
を
一

一
言
：
・
…
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
毎
年
二
月
の
第
二
土
、
日
曜
日
に

開
か
れ
る
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
は
、

今
で
は
、
新
潟
県
を
代
表
す
る
冬
の

ま
つ
り
と
し
て
全
国
的
に
有
名
で
あ

る
。
そ
の
メ
ー
ン
の
ひ
と
つ
に
「
ふ

る
さ
と
広
場
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
十
日
町
の
青
少
年
三
十
数
団
体

が
、
そ
の
力
を
結
集
し
、
十
日
町
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
雪
像
を
き
ざ
み

種
々
の
行
事
を
展
開
。
ふ
る
さ
と
広

場
は
大
ぜ
い
の
お
客
様
を
迎
え
大
成

功
で
し
た
。
特
に
、
若
い
力
の
結
集

で
祭
り
が
盛
り
あ
が
り
、
若
い
力
の

輪
が
で
き
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
広
場
の
催
し
も
の
と
し

て
は
、
大
焚
火
点
火
、
お
み
こ
し
御

渡
り
、
鳥
追
い
　
ほ
ん
や
ら
ど
う

餅
つ
き
、
俵
み
こ
し
、
民
謡
、
飛
び
出

す
き
も
の
シ
ョ
ー
、
雪
上
大
運
動
会
、

豆
ま
き
、
サ
ン
ヨ
　
ち
び
っ
子
大
ず

も
う
な
ど
多
催
な
行
事
で
に
ぎ
わ
っ

た
わ
け
で
す
。

広
場
づ
く
り
は
若
者
の

手
で

　
ふ
る
さ
と
広
場
は
、
市

内
の
三
十
数
団
体
三
百

八
十
人
と
い
う
若
者

力
延
十
日
間
に
わ

た
っ
て
製
作
し

ま
し
た
。

雪
芸

さ
製

ふ

　
若
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業

は
、
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
仕
事
が
終
わ

る
と
、
ス
コ
ッ
プ
を
か
つ
い
で
山
の

上
に
あ
る
会
場
へ
集
ま
り
、
夜
間
作

業
で
製
作
。

　
夜
九
時
に
な
る
と
、
食
事
班

の
活
躍
で
作
ら
れ
た
お
に

ぎ
り
と
ブ
タ
汁
で
夜

食
を
と
り
　
夜

十
時
頃
ま

で
作

業
。　

こ
の
よ
う
な
、
協
同
作
業
や
夜
食

を
一
緒
に
食
べ
る
な
ど
同
一
行
動
の

中
か
ら
多
く
の
仲
間
を
み
つ
け
参

加
す
る
こ
と
の
意
義
を
見
い
出
し
て

　
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
雪
消
え
に
は
、
会
場
の
後

か
た
づ
け
を
行
な
っ
た
。
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一　　当初予算　45億i884万円

舟窒　　6月末予算　45億6871万円

壽署麟翠

市
税
の
内
訳

市　　民　　税

　7億6083万円
電　　気　　税

　　　5027万円

固定資産税
　4億449万円

そ　　の　他

　　　5590万円

たはこ消費税
　　　9151万円

　　　　　　　　　　　　　　50年6月末予算

　　　　　　　　　　　　　　及．び執行の状況
収入率　24．8％

執行率　20．9％

　　　　　上半期歳入予算

　　　　　　地方交付税国県支出金
　　　　　12億1000万円10億27381万円
　　　　　　　26・5％　　　22．5％　　　市イ責

　　　市税　　　4億6160万円
　　13億6300万円歳入10・1製の他
　　　29．8％　　　　　　　　　5億673万円
　　　　　　45億6871万円　　I　I．1％

上半期歳出予算45億6871万円

★予算額

●害」　合

土　木　費

」卜偽、
　　　　　）ノ

　　　　　r一・こ、・、、、鞘

　　　も
★7億4598万円
　●16．3％

　
　
　
円

費
　

万
％

麺
囎

総　務　費

★4億7642万円
　　●10．4％

費
　
　
　
　
　
円

業
　
　
　
晒
吻

産
　
　
プ
お
臥

ト
　
　
　
　

，
7
●

7
　
　
　
　
　
　
立
思

木
　
　
　
　
　
　
イ

オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　

農
ノ
．
　
★

　
　
恥
円

憤
遵
罐

衛
ミ
勲
．

．
異
★

消　防　費
¢　　　”

★1億6490万円
　　●3．6％

そ　の　他

θ薫
★2億2546万円
　　●5．0％

費
勉
謬

財
胤
．

　商　工　費

掃★1億9719万円
　●4．3％

特別会計
　　　簡　　　　診直
　　　易
　　　　　　　　療
　　　水
　　　道　　　　所営

㌔き孟1＞
　　　、くン。

づ魅

康国

保民

険1奪．

－
4
・
万
円
　
　
國
皿
歳
出

肝
聾
万
円
騨
入

隈
群
円

市

12

難

8
8
・
4
万
円
□
予
算
額

襯
蠣
脳
－
億
9
9
7
9
万
円

　
　
　
8
億
6
9
5
万
円

λ勢1》《き

’。　　≧為ぐ

　　　　　　⊃

おもな使いみち

盤
翌

　
占う

身

3
占

ゆ
　
　
　
　
　
の

づ
誉
ろ

養
r
バ
・

．
腕
～

昏
タ

声
の

　
仏

市民1人畿り

に使われた
お金

　　82，α53円

　　おほ　　が

σ鮒融
　　25，787円

西小建築及び言構赫円教育

下条小ステージ新設工事　　　　16

東，j、グラウン1、整轟円6億75

　　　　　　1284万円
スクールバス購入
　　　　　　337万円
十中屋体改築工事
　　　　　　4目5万円
吉田中プール新設工事
　　　　　　1380万円
市営グラウンド照明及び設備工事
　　　　　　2565万円

プール新設工事（下条高山西）

　　　　　　186万円
下条むつみ遊園地整備事業
　　　　　　220万円
老人ホーム妻有荘増改築工事負担金

　　　　　　443万円

市道新設改良舗装工事
　　　　2億2430万円
橋りょう新設改良工事
　　　　　　1310万円
消雪パイプ工事　5236万円

り

離
麟
購

駄
聯
繍

胡
r
p
費
円

，

麟
聾
㍍

　
　
《
《
麟
蓋

■■■■■（第3種鞭物認可）昭醐年8月朋一とJr∬夢お■■■■■（12）

財
政
事
情
の
公
表
　
　
　
襯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

計
決
状
◎

会
度
行
す

、
㎎
算
し
㎜
　
還
懸
、
朧
潔
豫

　
　
　
　
　
　
　
計
惣
罵
聯
藪
瀟
饗
警

簿
聯
欝
．
ぐ
曝
脚
畿
．
鋼噸％　．務§零蕪，海

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
7億綿土査鴛％13・3％詩
　　　　　　　　8億40495億47男円餐

　　　　　　　　　　　万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　交通安全施設整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　412万円

雪上車、圧雪車、ブルドーザー購入　　　　　　　農林水産業開発事業補助金
　　　　　　”36万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　385万円
街路舗装新設工事　　　　　　　　　　　　　　　苗場山麓開発推進事業
　　　　　1億3581万円　　　　　　　　　　　　　　　　　II20万円
終末処理場用地買収費　　　　　　　　　　　　林業構造改善事業
　　　　　　1001万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4578万円

公園造成工事　　　765万円　　　　　　　　　　林道開設事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2710万円
のおもな歳出（人口は50．3．31現在で計算）馬覗馬

民生費　　総鵬費　　衛生費　農林水童巣費　　商工費
1笹・551円　10・872円　7・492円　5・川円　3・134円

七
億
三
千
七
百
六
十
六
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
税

億
六
千
五
百
二
十
九
万
円

一
　
固
定
資
産
税

八
千
八
百
七
万
円

　
た
ば
こ
消
費
税

五
千
二
百
二
十
二
万
円

　
　
　
そ
の
他

五
千
四
百
三
十
二
万
円

　
　
　
電
気
税

特別会計
縫鱒駿…養 灘懸i灘i塗

会計名 歳　入 歳　出 差　引 雛
灘

国民健康保険 7億8364万円 7億3732万F 4632万円難

直営診療所 3585万円 3585万円 0

簡易水道 8279万円 8276万円 3万円襲
議

計 9億2281万円 8億5593万円 4635万円 欝

ー
ヤ
略
略
1
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1．8％

8．鰯・ 、鑛．癒錫

負担金1億9066万円
　十日町市　1億6904万円
　川西町　　　2039万円
　松代町　　　　123万円

国庫

補助金

3038万円

組合費

1億4360万円

灘鼠総額

　　1
繕穣鋼21万円

0．9％

その他315万円

その他657万円

歳、

．
飛

繰越金565万円
　　　3．8％
　　　公債費
5．5％
　　　　1384
し尿処理費　万円

　2022万円

15．4％

組合管理費

5647万円

歳出総額

3億6556万円

74．4％

塵芥処理費

2億7188万円

歳

躍

衛
生
施
設
組
合
の

　
の
財
政
事
情

昭
和
五
十
年
六
月
三
十
日
現
在
の
十
日

町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
財
政

事
情
を
公
表
し
ま
す
。

欝’

　予
＿算
＿額
億
四

千
六

百

十

八
万
円

収
入
済
額

　
四
千
四
百
三
万
円

支
出
済
額

　
三
千
百
五
十
三
万
円

（1美縫膨）

組合債の状況

ごみ焼却場 2億175万円

し尿処理場 2384万円

火　　葬　　場 36万円

清　　掃　　車 332万円

計 2億2927万円

新鋭ごみ焼却炉

1日あたり60トンの処理が可能。

既存の炉とあわせ1日あたり85トンの処理能力
となります。

羅麗蟹蟹羅羅1とお∬夢3翻翻露i醗盤羅麗醗羅璽醗翻（第3種鞭物認匹ID昭醐年8月10日

財政
　昭和49年度決算状況及ぴ
昭和50年6月30日現在の十
日町地域広域事務組合の財

政事情を公表します。

消防ポンプ
　550万円

組合債の状況
その他
400万円

一般会計

＼

3％

消防分遣所
　1900万円

　9％
と　畜場

3680万円

　18％
総合
　福祉センター

　4300万円
　　21％

舎
円

庁
万
％

　
　
　

方
3
4

F
立
思

宍
円
－

市町村
職員共済組合

　5050万円

　　25％

　　2

郵政省
7030万円

　34％

省
円

　
万
％

蔵
0
9

　
　
　

大
7
9

その他

2246万円

　5．0％

翌年度繰越金

　783万円
　　1．7％

　　　　　　　川西町
　　　津南町　　5550万円
　　　6950万円　12．3％中里村
3178万円　　15。4％

　7．loわ

組合債

7380万円

　16．4％

　　　　　　　十日町市
分担金及び負担金　1億9686万円

　　3億5364万円　　43・8％

　　　　78．6％

　歳　入
4億4990万円

消防庁舎

建設費
1億4046万円

　31．2％

特別会計

　歳　出
4億4207万円

融
年
渡
決
算

消防費

4億2081万円

　93．5％

消防
施設費　非常備

5810万円　消防費
12．9％　5121万円
　　　　l　I．4％

　常備シ肖卜方費

1億7104万円

38，0％

会計名 歳　　入 歳　　出 差　　引

総合福祉
センター

1032万円 927万円 105万円

と畜場 1866万円 1668万円 198万円

計 2898万円 2595万円 303万円

その他

2126万円

　4．8％

特別会計

込
㎜
凹

昇
額
□

1
6
2
万
黒

ー

＄

5
9
7
万
円
㎜
軸
㎜

　
1
響

I
1
4
7
万
円

ー
7
3
万
円
い灘

暁
蕪
●
・

　
繋

－
、
－
－
　
－
韻
』

臨
9
0
9
万
円
楓

　
ー
㎜
㎜
鞭
㎜

1
ー
ー
3
万
円

歳
出
圏

歳
入
㎜

予
算
額
□

直触麟綴癒コ

般
会
計

当初予算　3億3973万円

6月末予算　3億3973万円

収入済額8767万円（収入率26％）

支出済額6886万円（執行率20％）

　　分担金及び負担金

　　　　3億2785万円

ヤ
十日町市1億6425万円　96％
川西町　　　5964万円
津南町　　　6983万円
中里村　　　3413万円’

歳入　　3億3973万円
歳出

総合福祉センター

その他
388万円

　1％
組合債
800万円

　3％
総務費
1455万円

　4％
公債費
H637）円

　3％

上
半
期
歳
入

と畜場事業

消防費

3億1228万円

　　92％ その他
127万円

　1％

上
半
期
歳
出

略
略
略
f
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生
の
声
を
市
政
に
反
映

　
　
　
※
た
く
さ
ん
の
声
、
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

麟
賜

耀

　～r：

　’／、

　
市
で
は
、
積
極
的
に
地
域
住
民
の

な
か
に
と
び
込
ん
で
、
市
民
の
意
見
－

や
要
望
を
聞
き
、
市
政
に
反
映
さ
せ

た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
市
役
所
各

出
張
所
（
中
条
は
公
民
館
内
）
に
行

政
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
住
民
の
生

の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
努
力
を

つ
づ
け
て
い
ま
す
。

市
民
相
談
窓
ロ
の
ご
利
用
を

　
こ
の
ほ
ど
、
昭
和
四
十
九
年
度
の

市
民
相
談
の
利
用
状
況
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
、

市
民
相
談
で
取
扱
っ
た
総

件
数
は
、
一
．
一
百
五
十
五
件
。

内
訳
は
別
表
の
と
お
り
、

相
談
、
要
望
、
苦
情
、
照

会
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
交
通
事
故

相
談
は
、
．
一
十
七
件
と

前
年
に
く
ら
べ
ふ
え
て

い
ま
す
。
市
民
相
談
窓

口
で
は
、
さ
ら
に
市
民

の
み
な
さ
ん
の
た
く
さ

ん
の
声
や
意
見
な
ど
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

最
も
多
い
道
路
関
係

　出ばたは1，908戸
　市商工課では、このほど農家の副業と
して織られている出ばたについて調査を
行ないました。その結果、出ばた導入戸
数は1，908戸、総台数2，160台でした。これ
は昭和47年にくらべ281戸、台数では、349
台と減少をしめしています。
　地区別にみてみますと、各地区とも減
少、なかでも吉田、川治、ド条地区が大
幅に減少しています。
　台数では、各地区とも戸数に比例して
減少していますが、二幅の織機を名く使
用している地区は中条、川治地区で1た、，

瀞li．嘉
4U　　出はた月数

21．5％　1，908
　　　　　　ゆG％　　　川　　ジ台

　　　　　　　　　　277
　　　下条
　　　232　吉田　　14・5％

　　12％　213
　　　　　12％　　　六箇78
　　　　　　　　　　　　4％

　一幅織機地区別台数
＋日町lr澗71 ∠入

口

325台

81台

67台

145台

228台

272 ム

中条

川治

六箇

吉田

下条

水沢

二幅織機地区別台数
174台

223台

240台

22台

94台

43台

175台

十日町

中条

川治

六箇

吉田

下条

水沢

　
市
政
に
関
す
る
相
談
で
最
も
多
い

も
の
は
、
市
道
の
敷
砂
利
三
十
三
件
、

市
道
の
除
雪
及
び
圧
雪
十
七
件
、
市

道
の
補
修
十
件
と
市
道
関
係
が
大
幅

に
ふ
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
道
路
河

川
等
の
災
害
発
生
．
一
十
三
件
、
河
川

改
修
要
望
五
件
と
続
き
、
前
年
度
多

か
っ
た
清
掃
関
係
は
ゼ
ロ
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
生
活
保
護
、
恩

給
年
金
受
給
請
求
、
市
税
に
つ
い
て
、

保
険
料
の
賦
課
方
法
、
老
人
の
健
康

診
断
、
信
号
機
の
設
置
、
境
界
確
認
、

相談
　174

響
照会
　9

市民相談

取扱件数

㌧355、

で
解
決
で
き
る
よ
う
助
言
し
て
い
ま

す
。

要望
肇47

（第3種郵便物認可）昭和50年8月lO日

市
民

　
　
　
　
　
誕

轟
欝

大島則男　生
　　昭子さん
（新座）　長女

　
県
立
十
日
町
病
院
の
新
生
児
室
は

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
い
っ
ば
い
。

　
八
月
二
日
に
誕
生
し
た
大
島
さ
ん

の
お
嬢
さ
ん
も
そ
の
｝
人
。

　
多
勢
の
看
護
婦
さ
ん
ら
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
、
お
目
々
を
あ
け
だ
り
、

つ
ぶ
）
た
り
忙
し
そ
う
。
側
で
見
守

る
お
母
さ
ん
も
、
初
子
と
あ
〕
て
か

い
か
に
も
う
れ
し
そ
う
に
目
を
細
め

て
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
卜
日
町
病
院
で
は
、
月
に

八
卜
名
近
く
の
新
生
児
が
誕
生
し
て

お
り
、
年
問
を
通
せ
ば
女
の
子
が
多

く
な
る
が
、
」
、
の
－
（
こ
ろ
男
の
子
が

多
く
誕
生
し
C
、
い
る
ぜ
の
こ
と
。

　
今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す
が
、

昭
和
四
十
五
年
の
調
査
で
は
、
市
の

人
口
は
四
万
九
干
六
百
十
九
人
。

　
こ
の
中
の
一
人
が
、
五
万
人
目
の

市
民
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

外
灯
設
置
要
望
な
ど
意
見
、
要
望
と

も
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　
市
民
相
談
の
処
理
状
況
は
、
　
「
解

決
と
説
明
し
納
得
」
が
約
半
数
。
他

は
そ
の
場
で
解
決
で
き
な
か
っ
た
も

の
、
第
三
者
機
関
と
協
議
を
要
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
生
活
相
談
も

　
そ
の
ほ
か
、
生
活
相
談
も
多
く
、
相

談
内
容
は
、
貸
金
の
返
済
、
示
談
の

仕
方
、
離
婚
問
題
、
扶
養
義
務
等
身

分
問
題
、
経
済
問
題
な
ど
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
私
事
に
つ
い
て
の

相
談
は
市
が
直
接
解
決
に
あ
た
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
法
律
や
実

例
を
紹
介
し
、
当
事
者
の
話
し
合
い

塚蟹

　
役
所
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
相

談
な
ど
、
関
係
の
役
所
に
申
し
出
に

く
い
、
あ
る
い
は
、
ど
こ
に
申
し
出

て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
交

通
事
故
で
お
困
り
の
方
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
こ
ん
な
方
の
た
め
に
、
行
政
、

交
通
事
故
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
料
金
は
無
料
。
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
。

　
と
き
　
毎
月
第
三
木
曜
日
（
当
日

が
祝
祭
日
の
と
き
は
、
翌
日
）
午
前

八
時
半
～
午
後
五
時

　
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

　
相
談
員
　
行
政
相
談
員
渡
辺
福
栄

（
山
本
二
丁
目
魯
七
ー
二
六
二
六
）

　
自
宅
で
も
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
相
談
員

県
交
通
安
全
対
策
室
か
ら
派
遣
さ

れ
る
相
談
員
。
相
談
を
受
け
る
時
間

は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

で
す
。

　
　
　
　
　
◎詠

糞

　
だ
れ
で
も
困
っ
て
い
る
こ
と
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
、
あ
る
も
の
で
す
。

ま
た
感
動
し
た
こ
と
を
、
み
ん
な
に

話
し
た
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
方
は
、
お
た
よ
り
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
魯
七
1
＝
二
一
一
番

　
な
お
、
直
接
お
出
か
け
い
た
だ
く

場
合
、
本
庁
及
び
出
張
所
等
の
市
民

相
談
窓
ロ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

滞
論
温
、
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
饗

㈲
　
　
　
し
尿
の
汲
取
り
に

　
　
　
き
て
く
れ
な
い
が
…
。

　
間
　
私
の
家
は
郊
外
に
あ
り
ま
す

が
、
し
尿
の
汲
取
り
を
申
し
込
ん
だ

と
こ
ろ
一
ヵ
月
以
上
も
来
て
く
れ
な

い
の
で
困
っ
て
い
ま
す
。
市
か
ら
業

者
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
市
民
）

　
答
　
早
速
、
清
掃
業
者
に
事
情
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
あ
な
た

の
家
が
留
守
で
あ
っ
た
た
め
、
汲
取

ら
な
い
で
帰
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
外
出
等
で
留
守
に
す
る
と

き
で
も
、
汲
取
り
が
で
き
る
よ
う
、

そ
の
旨
、
隣
家
な
ど
に
依
頼
し
て
お

か
れ
る
と
便
利
で
す
。
ま
た
、
業
者

に
も
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
例
年
春
の
消
雪
期
や
冬
の

降
雪
前
は
一
時
的
に
清
掃
業
務
が
多

く
な
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時

期
は
申
し
込
ん
で
か
ら
、
二
十
日
（
通

常
は
三
～
四
日
）
以
上
も
汲
取
り
が

遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
汲
取
り
の
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。
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中
村
カ
ホ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
　
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
内
丑
）

道
路
の
整
備
を

　
静
か
で
落
着
い
た
、
そ
う
い
う
十

日
町
が
好
き
だ
。
こ
の
ふ
る
さ
と

に
教
育
文
化
施
設
も
必
要
だ
が
、

そ
の
前
に
谷
内
丑
部
落
で
は
、
道

路
よ
り
家
が
低
い
た
め
、
下
水
た

め
を
つ
く
っ
て
処
理
し
て
い
る
所

が
あ
る
。
下
水
処
理
と
あ
わ
せ
た

道
路
整
備
が
先
決
だ
と
思
う
。

　　　小

＿　島
　宮撚元

壌一

十
日
町
公
園
を
つ
く
っ
て

　
人
情
豊
か
な
織
物
の
ま
ち
「
十

日
町
市
」
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
努
力
し
て
い
る
と
聞
く
が
、

市
民
の
い
こ
い
の
場
の
「
十
日
町

公
園
」
を
早
く
つ
く
っ
て
欲
し
い
。

　
青
少
年
に
よ
る
暴
走
族
等
が
社

会
問
題
ど
な
っ
て
い
る
が
、
青
少

年
や
老
人
が
き
ら
く
に
一
日
を
過

ご
せ
る
所
が
で
き
た
ら
す
ば
ら
し

い
。

　
公
園
の
整
備
に
は
、
鉄
砲
水
等

災
害
防
止
に
意
を
用
い
る
こ
と
が

必
要
だ
。
ま
た
、
完
成
後
は
管
理

が
大
変
だ
、
み
ん
な
で
協
力
し
な

け
れ
ば
ー
。

移
動
保
健
所
を
開
設

　
　
人
間
の
健
康
か
ら
犬
の
病
気
ま
で

　
　
市
役
所
で
は
、

保
健
所
と
共
催
し
、

鉢
、
中
手
、
中
平
地
区
住
民
を
対
象

に
、
つ
ぎ
の
と
お
り
移
動
保
健
所
を

開
設
し
ま
す
。
両
日
は
、
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
健
康
相
談
と

診
察
、
血
圧
測
定
、
検
尿
、
貧
血
喚

査
な
ど
行
な
い
、
そ
の
ほ
か
、
二
人

の
医
師
が
地
域
住
民
の
健
康
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
寄
生
虫
検
査
、
飲
料
水
の

水
質
検
査
、
獣
医
師
に
よ
る
犬
の
病

気
の
相
談
な
ど
（
八
月
十
九
日
の
み
）

地
域
に
密
着
し
た
健
康
相
談
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
地
域
住
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
是
非
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い

落
鬼
雇

　
　
香
　
港
　
て

　
　
マ
ニ
ラ
　
　
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獅

と
思
い
ま
す
。

　
と
き
　
八
月
十
九
日
（
火
）
・
二
十

日
（
水
）
二
日
間
と
も
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
午
後
二
時
三
十
分
ま
で
。

　
と
こ
ろ
　
市
内
真
田
小
学
校

●
　
　
　
　
　
　
市
の
木
・
市
の
花

　
　
　
　
　
　
の
管
理
は
？

　
桐
…
…
不
要
な
わ
き
葉
は
、
小
指

位
ま
で
の
う
ち
に
か
り
取
り
、
ま
た

病
害
虫
予
防
に
、
石
灰
黄
硫
合
剤
を

う
す
め
て
塗
る
な
ど
の
管
理
を
。

　
山
つ
つ
じ
…
…
六
・
七
月
頃
で
た

二
番
芽
に
は
ツ
ボ
ミ
は
つ
か
な
い
の

で
切
り
除
き
、
ま
た
、
ア
ブ
ラ
虫
、
ア

カ
ダ
ニ
な
ど
が
葉
を
食
べ
る
の
で
適

時
消
毒
す
る
な
ど
お
願
い
し
ま
す
。

俵山準一
＠山田屋商店
四日町給油所

　
「
ア
ジ
ア
の
か
け
橋
を
築
こ
う
」
を

テ
ー
マ
に
全
国
の
若
人
た
ち
と
コ
ー

ラ
ル
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
に
乗
船
し
十

五
日
間
、
洋
上
で
研
修
と
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
い
船
旅
で
あ
っ
た
。

　
マ
ニ
ラ
の
現
地
青
年
か
ら
歓
待
を

受
け
各
地
を
見
学
し
ま
し
た
。
特
に

マ
ニ
ラ
の
若
い
世
代
に
は
貧
富
の
格

差
が
あ
り
、
青
年
達
の
共
通
し
た
悩

み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
と
い

う
合
い
言
葉
の
と
お
り
、
ア
ジ
ア
に

も
多
く
の
青
年
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
。

オッコ部落の楽しい朝食
　右から2番目、春日康隆君

楽
し
か
っ
た
節
黒
城
キ
ャ
ン
プ

　
吉
田
小
学
校
（
酒
井
智
英
校
長
）
の

四
年
生
以
上
六
十
四
名
が
参
加
し
て

行
な
わ
れ
た
節
黒
城
キ
ャ
ン
プ
は
、

P
T
A
の
お
父
さ
ん
の
協
力
で
楽
し

い
一
夜
を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
目
的
地
の
節
黒
城
ま
で
は
、
ワ
ン

デ
ー
リ
ン
グ
レ
ー
ス
。
キ
ャ
ン
プ
場

で
は
、
n
班
の
模
擬
村
で
共
同
生
活

を
し
、
花
火
大
会
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

新
し
い
ア
ジ
ア
ヘ
の
道
へ
前
進
し
ょ

う
と
誓
う
青
年
が
い
る
こ
と
を
こ
の

機
会
に
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。

長野真知子
　（市内小泉）

　
船
内
と
い
う
閉
ざ
さ
れ
た
共
同
生

活
を
体
験
し
て
、
団
体
生
活
の
楽
し

さ
、
む
ず
か
し
さ
、
そ
し
て
一
人
の

立
場
を
知
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
一
行
約
五
百
人
の
こ
の
船
に
は
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
招
聰
青
年
も
、
班
に

一
人
は
必
ず
加
わ
り
、
言
葉
の
不
自

由
を
ゼ
ス
チ
ャ
ー
で
カ
バ
ー
し
、
国

境
、
人
種
、
文
化
の
異
質
性
そ
し
て

経
済
的
な
利
害
関
係
等
を
超
え
て
、

イ
ヤ
ー
な
ど
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

ま
た
来
年
も
い
き
た
い
な
あ

1。

　
文
　
春
日
康
隆
君
（
小
泉
）
か
ら
寄

　
　
　
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

根
津
氏
が
局
長
表
彰

　
根
津
新
作
氏
（
田
中
町
西
）
は
、
こ

の
ほ
ど
、
信
濃
川
改
修
十
日
町
築
堤

護
岸
工
事
の
用
地
買
収
に
積
極
的
に

協
力
し
た
と
し
て
、
建
設
省
北
陸
地

方
建
設
局
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

母
ち
ゃ
ん
ガ
ン
バ
レ

運
動
会
は
、
各
地
で
盛
ん
。
こ
こ
中
粂
地
区
で
も

去
る
二
十
七
日
、
楽
し
い
一
日
を
す
ご
し
た
。

お母さんのスプーンレース

微
笑
を
交
わ
し
、
語
り
、
お
互
い
を

理
解
し
よ
う
と
努
め
る
毎
日
で
し
た
。

　
潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
ま
た
、

み
ん
な
で
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
な
が
ら

デ
ッ
キ
で
語
り
歌
い
ま
し
た
。

　
寄
港
地
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
香
港
に

つ
い
て
は
、
誰
れ
も
が
感
じ
る
事
だ

そ
う
で
す
が
、
　
「
日
本
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
生
活
の
水
準
も
治
安
も
教
育
も
、

日
本
と
は
か
け
離
れ
て
い
ま
す
。

　
義
務
で
あ
る
は
ず
の
小
学
校
で
さ

え
、
満
足
に
通
っ
て
い
る
子
が
少
な

い
の
で
す
。
　
「
こ
れ
買
っ
て
」
　
「
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
マ
ネ
ー
」
と
す
り
寄
っ

て
く
る
瞳
は
、
子
供
の
も
の
と
は
思

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
り
8
ろ
彦

声
秘
夢

　
テ
ー
プ
コ
ー
ダ
ー
を
か
つ
い
で

ま
ち
を
歩
い
て
み
た
。

　
そ
の
声
は
…
…

※
西
小
の
建
設
地
に
遺
跡
が
発
掘

さ
れ
た
が
、
埋
没
さ
せ
な
い
で
史

跡
の
ま
ち
と
し
て
残
し
て
欲
し
か

っ
た
。
市
財
政
の
事
情
も
あ
ろ
う

が
ー
。
（
．
．
一
十
．
瓦
歳
・
デ
ザ
イ
ン
）

※
ご
み
の
出
し
方
が
悪
い
と
い
う

声
を
聞
く
が
、
私
の
町
内
は
、
各

自
ご
み
袋
に
記
名
し
、
ま
た
ご
み

当
番
を
き
め
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
き
れ
い
に
し
て
い
る
。
や
っ

て
み
て
は
。
（
五
十
歳
・
会
社
員
）

※
河
川
運
動
公
園
、
十
日
町
公
園

を
早
く
つ
く
っ
て
ー
。

　
　
　
　
（
二
十
五
歳
・
商
業
）

※
こ
ど
も
、
老
人
の
交
通
事
故
が

増
え
て
い
ま
す
。
幼
児
教
育
「
カ
ン

ガ
ル
ー
の
会
」
等
の
活
躍
は
聞
い

て
い
ま
す
が
、
特
に
小
中
学
校
の

交
通
安
全
教
育
に
力
を
入
れ
て
欲

し
い
ー
。
（
四
十
五
歳
・
団
体
職
員
）

　
交
通
安
全
を
誓
う

　
交
通
安
全
優
良
校
と
し
て
、
知

事
表
彰
を
受
け
た
中
条
小
学
校
（
貝

谷
東
吾
校
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
記
念

集
会
を
開
き
、
再
度
交
通
安
全
を

誓
い
あ
い
ま
し
た
。

　
席
上
、
交
通
安
全
の
歌
や
、
お

ど
り
、
作
文
の
発
表
も
行
な
わ
れ

ま
し
た
o

交通安全のおどり

「赤膏黄色」を発表する児童　　　　昂轡
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生
の
声
を
市
政
に
反
映

　
　
　
※
た
く
さ
ん
の
声
、
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

麟
賜

耀

　～r：

　’／、

　
市
で
は
、
積
極
的
に
地
域
住
民
の

な
か
に
と
び
込
ん
で
、
市
民
の
意
見
－

や
要
望
を
聞
き
、
市
政
に
反
映
さ
せ

た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
市
役
所
各

出
張
所
（
中
条
は
公
民
館
内
）
に
行

政
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
住
民
の
生

の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
努
力
を

つ
づ
け
て
い
ま
す
。

市
民
相
談
窓
ロ
の
ご
利
用
を

　
こ
の
ほ
ど
、
昭
和
四
十
九
年
度
の

市
民
相
談
の
利
用
状
況
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
、

市
民
相
談
で
取
扱
っ
た
総

件
数
は
、
一
．
一
百
五
十
五
件
。

内
訳
は
別
表
の
と
お
り
、

相
談
、
要
望
、
苦
情
、
照

会
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
交
通
事
故

相
談
は
、
．
一
十
七
件
と

前
年
に
く
ら
べ
ふ
え
て

い
ま
す
。
市
民
相
談
窓

口
で
は
、
さ
ら
に
市
民

の
み
な
さ
ん
の
た
く
さ

ん
の
声
や
意
見
な
ど
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

最
も
多
い
道
路
関
係

　出ばたは1，908戸
　市商工課では、このほど農家の副業と
して織られている出ばたについて調査を
行ないました。その結果、出ばた導入戸
数は1，908戸、総台数2，160台でした。これ
は昭和47年にくらべ281戸、台数では、349
台と減少をしめしています。
　地区別にみてみますと、各地区とも減
少、なかでも吉田、川治、ド条地区が大
幅に減少しています。
　台数では、各地区とも戸数に比例して
減少していますが、二幅の織機を名く使
用している地区は中条、川治地区で1た、，

瀞li．嘉
4U　　出はた月数

21．5％　1，908
　　　　　　ゆG％　　　川　　ジ台

　　　　　　　　　　277
　　　下条
　　　232　吉田　　14・5％

　　12％　213
　　　　　12％　　　六箇78
　　　　　　　　　　　　4％

　一幅織機地区別台数
＋日町lr澗71 ∠入

口

325台

81台

67台

145台

228台

272 ム

中条

川治

六箇

吉田

下条

水沢

二幅織機地区別台数
174台

223台

240台

22台

94台

43台

175台

十日町

中条

川治

六箇

吉田

下条

水沢

　
市
政
に
関
す
る
相
談
で
最
も
多
い

も
の
は
、
市
道
の
敷
砂
利
三
十
三
件
、

市
道
の
除
雪
及
び
圧
雪
十
七
件
、
市

道
の
補
修
十
件
と
市
道
関
係
が
大
幅

に
ふ
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
道
路
河

川
等
の
災
害
発
生
．
一
十
三
件
、
河
川

改
修
要
望
五
件
と
続
き
、
前
年
度
多

か
っ
た
清
掃
関
係
は
ゼ
ロ
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
生
活
保
護
、
恩

給
年
金
受
給
請
求
、
市
税
に
つ
い
て
、

保
険
料
の
賦
課
方
法
、
老
人
の
健
康

診
断
、
信
号
機
の
設
置
、
境
界
確
認
、

相談
　174

響
照会
　9

市民相談

取扱件数

㌧355、

で
解
決
で
き
る
よ
う
助
言
し
て
い
ま

す
。

要望
肇47
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市
民

　
　
　
　
　
誕

轟
欝

大島則男　生
　　昭子さん
（新座）　長女

　
県
立
十
日
町
病
院
の
新
生
児
室
は

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
い
っ
ば
い
。

　
八
月
二
日
に
誕
生
し
た
大
島
さ
ん

の
お
嬢
さ
ん
も
そ
の
｝
人
。

　
多
勢
の
看
護
婦
さ
ん
ら
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
、
お
目
々
を
あ
け
だ
り
、

つ
ぶ
）
た
り
忙
し
そ
う
。
側
で
見
守

る
お
母
さ
ん
も
、
初
子
と
あ
〕
て
か

い
か
に
も
う
れ
し
そ
う
に
目
を
細
め

て
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
卜
日
町
病
院
で
は
、
月
に

八
卜
名
近
く
の
新
生
児
が
誕
生
し
て

お
り
、
年
問
を
通
せ
ば
女
の
子
が
多

く
な
る
が
、
」
、
の
－
（
こ
ろ
男
の
子
が

多
く
誕
生
し
C
、
い
る
ぜ
の
こ
と
。

　
今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す
が
、

昭
和
四
十
五
年
の
調
査
で
は
、
市
の

人
口
は
四
万
九
干
六
百
十
九
人
。

　
こ
の
中
の
一
人
が
、
五
万
人
目
の

市
民
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

外
灯
設
置
要
望
な
ど
意
見
、
要
望
と

も
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　
市
民
相
談
の
処
理
状
況
は
、
　
「
解

決
と
説
明
し
納
得
」
が
約
半
数
。
他

は
そ
の
場
で
解
決
で
き
な
か
っ
た
も

の
、
第
三
者
機
関
と
協
議
を
要
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
生
活
相
談
も

　
そ
の
ほ
か
、
生
活
相
談
も
多
く
、
相

談
内
容
は
、
貸
金
の
返
済
、
示
談
の

仕
方
、
離
婚
問
題
、
扶
養
義
務
等
身

分
問
題
、
経
済
問
題
な
ど
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
私
事
に
つ
い
て
の

相
談
は
市
が
直
接
解
決
に
あ
た
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
法
律
や
実

例
を
紹
介
し
、
当
事
者
の
話
し
合
い

塚蟹

　
役
所
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
相

談
な
ど
、
関
係
の
役
所
に
申
し
出
に

く
い
、
あ
る
い
は
、
ど
こ
に
申
し
出

て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
交

通
事
故
で
お
困
り
の
方
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
こ
ん
な
方
の
た
め
に
、
行
政
、

交
通
事
故
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
料
金
は
無
料
。
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
。

　
と
き
　
毎
月
第
三
木
曜
日
（
当
日

が
祝
祭
日
の
と
き
は
、
翌
日
）
午
前

八
時
半
～
午
後
五
時

　
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

　
相
談
員
　
行
政
相
談
員
渡
辺
福
栄

（
山
本
二
丁
目
魯
七
ー
二
六
二
六
）

　
自
宅
で
も
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
相
談
員

県
交
通
安
全
対
策
室
か
ら
派
遣
さ

れ
る
相
談
員
。
相
談
を
受
け
る
時
間

は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

で
す
。

　
　
　
　
　
◎詠

糞

　
だ
れ
で
も
困
っ
て
い
る
こ
と
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
、
あ
る
も
の
で
す
。

ま
た
感
動
し
た
こ
と
を
、
み
ん
な
に

話
し
た
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
方
は
、
お
た
よ
り
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
魯
七
1
＝
二
一
一
番

　
な
お
、
直
接
お
出
か
け
い
た
だ
く

場
合
、
本
庁
及
び
出
張
所
等
の
市
民

相
談
窓
ロ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

滞
論
温
、
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
饗

㈲
　
　
　
し
尿
の
汲
取
り
に

　
　
　
き
て
く
れ
な
い
が
…
。

　
間
　
私
の
家
は
郊
外
に
あ
り
ま
す

が
、
し
尿
の
汲
取
り
を
申
し
込
ん
だ

と
こ
ろ
一
ヵ
月
以
上
も
来
て
く
れ
な

い
の
で
困
っ
て
い
ま
す
。
市
か
ら
業

者
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
市
民
）

　
答
　
早
速
、
清
掃
業
者
に
事
情
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
あ
な
た

の
家
が
留
守
で
あ
っ
た
た
め
、
汲
取

ら
な
い
で
帰
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
外
出
等
で
留
守
に
す
る
と

き
で
も
、
汲
取
り
が
で
き
る
よ
う
、

そ
の
旨
、
隣
家
な
ど
に
依
頼
し
て
お

か
れ
る
と
便
利
で
す
。
ま
た
、
業
者

に
も
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
例
年
春
の
消
雪
期
や
冬
の

降
雪
前
は
一
時
的
に
清
掃
業
務
が
多

く
な
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時

期
は
申
し
込
ん
で
か
ら
、
二
十
日
（
通

常
は
三
～
四
日
）
以
上
も
汲
取
り
が

遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
汲
取
り
の
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。
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中
村
カ
ホ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
　
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
内
丑
）

道
路
の
整
備
を

　
静
か
で
落
着
い
た
、
そ
う
い
う
十

日
町
が
好
き
だ
。
こ
の
ふ
る
さ
と

に
教
育
文
化
施
設
も
必
要
だ
が
、

そ
の
前
に
谷
内
丑
部
落
で
は
、
道

路
よ
り
家
が
低
い
た
め
、
下
水
た

め
を
つ
く
っ
て
処
理
し
て
い
る
所

が
あ
る
。
下
水
処
理
と
あ
わ
せ
た

道
路
整
備
が
先
決
だ
と
思
う
。

　　　小

＿　島
　宮撚元

壌一

十
日
町
公
園
を
つ
く
っ
て

　
人
情
豊
か
な
織
物
の
ま
ち
「
十

日
町
市
」
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
努
力
し
て
い
る
と
聞
く
が
、

市
民
の
い
こ
い
の
場
の
「
十
日
町

公
園
」
を
早
く
つ
く
っ
て
欲
し
い
。

　
青
少
年
に
よ
る
暴
走
族
等
が
社

会
問
題
ど
な
っ
て
い
る
が
、
青
少

年
や
老
人
が
き
ら
く
に
一
日
を
過

ご
せ
る
所
が
で
き
た
ら
す
ば
ら
し

い
。

　
公
園
の
整
備
に
は
、
鉄
砲
水
等

災
害
防
止
に
意
を
用
い
る
こ
と
が

必
要
だ
。
ま
た
、
完
成
後
は
管
理

が
大
変
だ
、
み
ん
な
で
協
力
し
な

け
れ
ば
ー
。

移
動
保
健
所
を
開
設

　
　
人
間
の
健
康
か
ら
犬
の
病
気
ま
で

　
　
市
役
所
で
は
、

保
健
所
と
共
催
し
、

鉢
、
中
手
、
中
平
地
区
住
民
を
対
象

に
、
つ
ぎ
の
と
お
り
移
動
保
健
所
を

開
設
し
ま
す
。
両
日
は
、
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
健
康
相
談
と

診
察
、
血
圧
測
定
、
検
尿
、
貧
血
喚

査
な
ど
行
な
い
、
そ
の
ほ
か
、
二
人

の
医
師
が
地
域
住
民
の
健
康
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
寄
生
虫
検
査
、
飲
料
水
の

水
質
検
査
、
獣
医
師
に
よ
る
犬
の
病

気
の
相
談
な
ど
（
八
月
十
九
日
の
み
）

地
域
に
密
着
し
た
健
康
相
談
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
地
域
住
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
是
非
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い

落
鬼
雇

　
　
香
　
港
　
て

　
　
マ
ニ
ラ
　
　
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獅

と
思
い
ま
す
。

　
と
き
　
八
月
十
九
日
（
火
）
・
二
十

日
（
水
）
二
日
間
と
も
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
午
後
二
時
三
十
分
ま
で
。

　
と
こ
ろ
　
市
内
真
田
小
学
校

●
　
　
　
　
　
　
市
の
木
・
市
の
花

　
　
　
　
　
　
の
管
理
は
？

　
桐
…
…
不
要
な
わ
き
葉
は
、
小
指

位
ま
で
の
う
ち
に
か
り
取
り
、
ま
た

病
害
虫
予
防
に
、
石
灰
黄
硫
合
剤
を

う
す
め
て
塗
る
な
ど
の
管
理
を
。

　
山
つ
つ
じ
…
…
六
・
七
月
頃
で
た

二
番
芽
に
は
ツ
ボ
ミ
は
つ
か
な
い
の

で
切
り
除
き
、
ま
た
、
ア
ブ
ラ
虫
、
ア

カ
ダ
ニ
な
ど
が
葉
を
食
べ
る
の
で
適

時
消
毒
す
る
な
ど
お
願
い
し
ま
す
。

俵山準一
＠山田屋商店
四日町給油所

　
「
ア
ジ
ア
の
か
け
橋
を
築
こ
う
」
を

テ
ー
マ
に
全
国
の
若
人
た
ち
と
コ
ー

ラ
ル
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
に
乗
船
し
十

五
日
間
、
洋
上
で
研
修
と
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
い
船
旅
で
あ
っ
た
。

　
マ
ニ
ラ
の
現
地
青
年
か
ら
歓
待
を

受
け
各
地
を
見
学
し
ま
し
た
。
特
に

マ
ニ
ラ
の
若
い
世
代
に
は
貧
富
の
格

差
が
あ
り
、
青
年
達
の
共
通
し
た
悩

み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
と
い

う
合
い
言
葉
の
と
お
り
、
ア
ジ
ア
に

も
多
く
の
青
年
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
。

オッコ部落の楽しい朝食
　右から2番目、春日康隆君

楽
し
か
っ
た
節
黒
城
キ
ャ
ン
プ

　
吉
田
小
学
校
（
酒
井
智
英
校
長
）
の

四
年
生
以
上
六
十
四
名
が
参
加
し
て

行
な
わ
れ
た
節
黒
城
キ
ャ
ン
プ
は
、

P
T
A
の
お
父
さ
ん
の
協
力
で
楽
し

い
一
夜
を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
目
的
地
の
節
黒
城
ま
で
は
、
ワ
ン

デ
ー
リ
ン
グ
レ
ー
ス
。
キ
ャ
ン
プ
場

で
は
、
n
班
の
模
擬
村
で
共
同
生
活

を
し
、
花
火
大
会
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

新
し
い
ア
ジ
ア
ヘ
の
道
へ
前
進
し
ょ

う
と
誓
う
青
年
が
い
る
こ
と
を
こ
の

機
会
に
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。

長野真知子
　（市内小泉）

　
船
内
と
い
う
閉
ざ
さ
れ
た
共
同
生

活
を
体
験
し
て
、
団
体
生
活
の
楽
し

さ
、
む
ず
か
し
さ
、
そ
し
て
一
人
の

立
場
を
知
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
一
行
約
五
百
人
の
こ
の
船
に
は
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
招
聰
青
年
も
、
班
に

一
人
は
必
ず
加
わ
り
、
言
葉
の
不
自

由
を
ゼ
ス
チ
ャ
ー
で
カ
バ
ー
し
、
国

境
、
人
種
、
文
化
の
異
質
性
そ
し
て

経
済
的
な
利
害
関
係
等
を
超
え
て
、

イ
ヤ
ー
な
ど
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

ま
た
来
年
も
い
き
た
い
な
あ

1。

　
文
　
春
日
康
隆
君
（
小
泉
）
か
ら
寄

　
　
　
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

根
津
氏
が
局
長
表
彰

　
根
津
新
作
氏
（
田
中
町
西
）
は
、
こ

の
ほ
ど
、
信
濃
川
改
修
十
日
町
築
堤

護
岸
工
事
の
用
地
買
収
に
積
極
的
に

協
力
し
た
と
し
て
、
建
設
省
北
陸
地

方
建
設
局
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

母
ち
ゃ
ん
ガ
ン
バ
レ

運
動
会
は
、
各
地
で
盛
ん
。
こ
こ
中
粂
地
区
で
も

去
る
二
十
七
日
、
楽
し
い
一
日
を
す
ご
し
た
。

お母さんのスプーンレース

微
笑
を
交
わ
し
、
語
り
、
お
互
い
を

理
解
し
よ
う
と
努
め
る
毎
日
で
し
た
。

　
潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
ま
た
、

み
ん
な
で
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
な
が
ら

デ
ッ
キ
で
語
り
歌
い
ま
し
た
。

　
寄
港
地
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
香
港
に

つ
い
て
は
、
誰
れ
も
が
感
じ
る
事
だ

そ
う
で
す
が
、
　
「
日
本
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
生
活
の
水
準
も
治
安
も
教
育
も
、

日
本
と
は
か
け
離
れ
て
い
ま
す
。

　
義
務
で
あ
る
は
ず
の
小
学
校
で
さ

え
、
満
足
に
通
っ
て
い
る
子
が
少
な

い
の
で
す
。
　
「
こ
れ
買
っ
て
」
　
「
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
マ
ネ
ー
」
と
す
り
寄
っ

て
く
る
瞳
は
、
子
供
の
も
の
と
は
思

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
り
8
ろ
彦

声
秘
夢

　
テ
ー
プ
コ
ー
ダ
ー
を
か
つ
い
で

ま
ち
を
歩
い
て
み
た
。

　
そ
の
声
は
…
…

※
西
小
の
建
設
地
に
遺
跡
が
発
掘

さ
れ
た
が
、
埋
没
さ
せ
な
い
で
史

跡
の
ま
ち
と
し
て
残
し
て
欲
し
か

っ
た
。
市
財
政
の
事
情
も
あ
ろ
う

が
ー
。
（
．
．
一
十
．
瓦
歳
・
デ
ザ
イ
ン
）

※
ご
み
の
出
し
方
が
悪
い
と
い
う

声
を
聞
く
が
、
私
の
町
内
は
、
各

自
ご
み
袋
に
記
名
し
、
ま
た
ご
み

当
番
を
き
め
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
き
れ
い
に
し
て
い
る
。
や
っ

て
み
て
は
。
（
五
十
歳
・
会
社
員
）

※
河
川
運
動
公
園
、
十
日
町
公
園

を
早
く
つ
く
っ
て
ー
。

　
　
　
　
（
二
十
五
歳
・
商
業
）

※
こ
ど
も
、
老
人
の
交
通
事
故
が

増
え
て
い
ま
す
。
幼
児
教
育
「
カ
ン

ガ
ル
ー
の
会
」
等
の
活
躍
は
聞
い

て
い
ま
す
が
、
特
に
小
中
学
校
の

交
通
安
全
教
育
に
力
を
入
れ
て
欲

し
い
ー
。
（
四
十
五
歳
・
団
体
職
員
）

　
交
通
安
全
を
誓
う

　
交
通
安
全
優
良
校
と
し
て
、
知

事
表
彰
を
受
け
た
中
条
小
学
校
（
貝

谷
東
吾
校
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
記
念

集
会
を
開
き
、
再
度
交
通
安
全
を

誓
い
あ
い
ま
し
た
。

　
席
上
、
交
通
安
全
の
歌
や
、
お

ど
り
、
作
文
の
発
表
も
行
な
わ
れ

ま
し
た
o

交通安全のおどり

「赤膏黄色」を発表する児童　　　　昂轡

職囎簿
　　　饗聾劉
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銘
纏
姦
蟹

　
現
在
、
ホ
ス
テ
リ
ン
グ
、
キ
ャ
ン

プ
等
を
中
心
に
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
毎
年
、
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
と
し
て
、
道
な
お
し
作
業
を
行
な

っ
て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
こ
と
し

は
、
三
条
、
長
岡
、
高
田
の
各
グ
ル

ー
プ
の
応
援
を
得
て
、
清
津
峡
の
道

な
お
し
作
業
を
行
な
い
、
　
「
自
然
を

大
切
に
」
と
書
か
れ
た
看
板
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
入
会
し
た
い
方
は
、
山
田
真
芸
魯

　
七
ー
三
一
一
一
番
）
へ
。

清
津
峡
で
…
。

　
（
七
月
二
十
日
）

　　　　　市展にご応募を

　　第8回『市美術展（市展）は、10月10日～
　12日の3日闘、市民会館で開催されます・

　　多数の方の応募をお願いします。なお、
　市展ポスターの入選者はつぎのとおり，、

　　入選者　佐藤勝治（本町5）
　　佳　作　田村修（西本町）高橋幸男
　　　　　　　（神明田D阿部正明（北新田
　　　　　　　1護密争東吾　（1｛1条旭田丁）

　　　古机、椅子を譲ります
　　児童、盤～f走力汗吏見1していた【誓季几、亭奇

　　ヂをっぎび）とおを）琵寛’売しますr、

　　8月18日　レH町小、8月19日中条小
　　8月20日吉田小、8月21H川治小、
　　8月22日　　水シ尺，j、。

　いづれも午前9時～11時（時間厳守1

　　　　杉の間伐講習会
　　　　　　にご参加ください
　とき一8月28日午前9時半　市民会館前
　　　　に集合。

ii

　　　れな〈

　　　8月は市民税第2期分と、国民健塵保
　険料第3期分の納期ですeお忘れなく納ii

　入してください。

　　　電気税軽減のおしらせ
　　織機、ねん糸機などに使用する電気
　税が軽減されることになり、該当者か
　　ら申告していただきましたが、これら
　び）該当分は、8月分の電気料から軽減さ
　　れます。

　　　虫歯のない母子を表彰
　　　市では、このほど母ゴーともに虫歯の

　　なかった3組の方を表彰しました一。
　　49年度3歳児検診者1，146人中1，038
　　人が虫歯（罹患、率90．6％）でした。虫歯

　　のない108人のこどものお母さんを調
　　べたところ、母子とも虫歯のないもの
　　は、わずか3組でした。
　　　鈴木　京ヂ・律チちゃん（本町4）
　　　西川　富ヂ・貴裕ちゃん（四日町2〉
　　　尾身マユミ・正樹ちゃん（鉢）

導
、
苦
情
の
処
理
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
種
の
問
題
は
、
騒
音

発
生
業
者
の
自
主
的
な
規
制
に
ょ
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
お
互
い
の
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
騒
音
等
公
害
全
般
に
つ
い

て
お
困
り
の
方
は
、
市
環
境
課
雪
害

公
害
係
へ
。

池
田
助
役
か
ら
、
表
彰
を

受
け
る
鈴
木
さ
ん
冊
子

　
　
　
　
1
∩
H
T
l
▲
H
V

（第3種郵便物認可）昭和50年8月10日

曾　
　
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
！
は

　
　
　
　
　
　
午
後
八
時

電
話
局
の
市
外
通
話
等
は
夜
八
時
か
ら
十
時
頃

が
ピ
ー
ク
。
な
る
べ
く
こ
の
時
間
帯
を
避
け
て
い

た
だ
く
か
、
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
の
ご
利
用
を
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

疹し

こ
い
婆
者
⑮

b
號
う
メ

　
　
　
（
O
二
五
二
）
六
七
－
七
〇

翻
　
　
　
O
O
番

　
　
　
新
溜
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

　
　
ー
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
　
消
費
生
活
に
つ
い
て
の
情
報

　
　
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

稀
鰯
讐

轟
口
羅

？
轟
醗

彦
汐
湊
・
懸

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
　
こ
と
し
は
、
国
勢
調
査
の
年

　
　
　
で
す
b
市
で
は
、
国
勢
調
査
に

万
全
を
期
す
た
め
、
去
る
八
月
一
日
、

国
勢
調
査
十
日
町
市
実
施
本
部
を
市

役
所
四
階
大
会
議
室
（
魯
七
－
三
一

一
一
番
）
へ
設
置
し
ま
し
た
。
本
年

十
月
一
日
の
国
勢
調
査
で
は
、
沖
縄

県
が
戦
後
初
め
て
加
わ
り
、
全
国
で

六
十
七
万
人
の
調
査
員
を
動
員
、
一

億
千
百
万
人
を
調
査
し
ま
す
。
当
市

で
は
、
二
百
六
十
二
人
の
調
査
員
を

委
嘱
し
ま
し
た
が
、
実
入
口
五
万
人

に
達
す
る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る

　
　
　
凋

　
　
　
　
　
　
　
　
琉
蝿
）

　
　
　
　
　
　
秀

　
　
　
　
　
　
石

　
　
　
　
　
　
　
竃

　
　
　
　
　
　
噺
噛

　
　
　
　
　
　
台

　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
時
代
は
変
わ
っ
て

　
　
　
　
　
も
、
“
国
勢
調
査
の
ひ

　
　
　
　
　
と
り
も
漏
れ
な
く
、

あ
り
の
ま
ま
”
と
い
う
本
質
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

内
職
希
望
者
は
い
ま
せ
ん
か

　
　
　
巡
回
内
職
相
談
を
実
施

　
県
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
巡
回
内

職
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
内
職

の
求
人
や
求
職
希
望
の
方
は
是
非
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
と
き
・
毎
月
第
三
金
曜
日
午
前
十

時
～
午
後
三
時
ま
で
。
た
だ
し
、
八

月
及
び
一
月
は
第
四
金
曜
日
に
行
な

い
ま
す
。

と
こ
ろ
・
市
役
所
市
民
相
談
室
（
市

役
所
正
面
玄
関
か
ら
入
っ
て
右
側
）

　
そ
の
他

　
相
談
は
無
料
。
相
談
員
は
、
県
内

職
相
談
セ
ン
タ
ー
及
び
市
商
工
課
、

市
社
会
福
祉
事
務
所
、
市
民
相
談
係

員
が
あ
た
り
ま
す
。

　
騒
音
防
止
に
ご
協
力
を

　
最
近
、
市
内
各
地
で
騒
音
公
害
の

苦
情
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
騒
音
公
害
を
撲
滅
す
る

た
め
に
騒
音
規
制
、
施
設
の
改
善
指

3124178
日日日月
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の
O

　
孫

効
讐～噸測●㎎

F巳●今・三

勿　撲

鄭照

バしわハ

綾
毫、、、づ

行
く
え
不
明
の
人
を
捜
す

　
無
料
相
談
所
の
ご
利
用
を

　
県
警
で
は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で

県
警
察
本
部
鑑
識
課
に
無
料
相
談
所

を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
身
元

不
明
死
の
身
元
を
明
ら
か
に
し
、
家

　
　
　
　
　
表
紙
の
説
明

　
　
密
集
し
た
軒
並
み
を
、

　
く
。
猛
暑
の
な
か
、

　
え
る
ご
み
ー
。

　
二
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
固
く
し
ば
っ

　
徳
永
啓
吉
運
転
手
の
目
は
、

　
「
可
燃
物
、
不
燃
物
の
区
別
を
し
、

　
太
田
良
作
・
春
日
虎
一

　
　
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、

　
に
考
え
る
べ
き
で
は
ー
…
。

族
な
ど
に
引
き
渡
す
こ
と
を
ネ
ラ
イ

と
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
行
方

不
明
者
の
家
族
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
上
村
さ
ん
人
命
救
助
で
表
彰

　
こ
の
ほ
ど
、
上
村
広
作
さ
ん
（
土

市
第
一
）
は
、
堤
の
池
に
転
落
、
お
ぼ

れ
か
け
た
人
を
助
け
た
こ
と
で
春
日

市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

　
▽
樋
口
悟
郎
（
四
日
町
新
田
三
）

…
…
三
千
円
　
▽
入
田
シ
ズ
（
稲
葉
）

…
：
二
千
円
　
▽
上
村
広
作
…
…
三

千
円
　
▽
村
武
フ
サ
子
（
香
典
返
し
）

…
…
十
万
円
　
▽
矢
口
邦
治
…
…
一

万
五
千
円
　
▽
内
藤
直
義
…
…
千
円

　
▽
中
平
青
年
団
…
…
衣
類
　
▽
と

く
名
…
…
二
万
一
千
円

　
ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
建
設
基
金

　
▽
と
く
名
…
…
五
千
円

　
　
　
ご
み
収
集
自
動
車
が
曲
り
く
ね
り
な
が
ら
割
り
込
ん
で
い

　
収
集
員
は
今
日
も
汗
と
臭
気
に
ま
み
れ
て
い
る
。
日
に
日
に
ふ

収
集
作
業
も
て
ん
て
こ
ま
い
、
息
つ
く
ヒ
マ
も
な
い
。
「
キ
チ
ン
と
ビ

　
　
　
　
　
　
て
出
し
て
く
れ
る
と
能
率
も
上
が
り
ま
す
」
ー
。

　
　
　
　
つ
ぎ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
み
を
鋭
く
追
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
収
集
日
以
外
は
出
さ
な
い
で
」
と
い
う
作
業
員
の

　
　
さ
ん
の
声
は
真
剣
だ
。

　
　
　
　
　
　
ご
み
を
お
互
い
の
問
題
と
し
て
、
も
っ
と
真
剣

　
　
　
　
こ
ん
な
主
婦
の
声
も
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
た
。

■市勢／人ロー50，340人（男24，485人・女25，855人）／世帯数一11，529／面積一211・44K㎡（7月旧現在
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ふるさとに：生きる

めにかける

　口227号□

　年間600億円に近い生産をあげている十目町織物は、市を代表する産業
であると同時に、全国有数の高級絹織物として、その名をはせている。
　ここ十日町織物工業協同組合加工部の染色工場では、30度ちかい暑さ
のなか、高野幹夫さん（市内土市第二）は、生地染めと取り組み・熱湯相手

に色出しに懸命　　。


